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本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
規
制
に
関
す
る
条
例
に
係
る
手
数
料
に
関
す
る
条
例

（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
（
産
業
廃
棄
物
指
導
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

埼
玉
県
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
規
制
に
関
す
る
条
例
第
二
十
九
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
手
数
料
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
条
例
の
制
定 

二 

内
容 

 

㈠ 

手
数
料
の
新
設 

 
 

       

㈡ 

規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

令
和
七
年
一
月
一
日 

  
 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
許
可
に
係
る
事
項

の
変
更
の
許
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査 

 
 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
許
可
の
更
新
の
申
請

に
対
す
る
審
査 

 
 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
許
可
の
申
請
に
対
す

る
審
査 

一
件
に
つ
き
四
万
六
千
円 

一
件
に
つ
き
四
万
九
千
円 

一
件
に
つ
き
五
万
五
千
円 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号
）
（
社
会
福
祉
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

厚
生
労
働
省
令
「
救
護
施
設
、
更
生
施
設
、
授
産
施
設
及
び
宿
所
提
供
施
設
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
」
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。 

二 

内
容 

 
 

救
護
施
設
及
び
更
生
施
設
に
お
い
て
、
入
所
者
に
対
す
る
個
別
支
援
計
画
の
作
成
を
義
務
化

す
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 

 
 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
こ
ど
も
・
若
者
基
本
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
号
）
（
こ
ど
も
政
策
課
） 

第
一 
趣
旨 

 
 

 

こ
ど
も
・
若
者
が
有
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
、
こ
ど
も
・
若
者
が
主
体
性
を
持
っ
て
、
自

分
ら
し
く
健
や
か
に
、
か
つ
、
幸
せ
に
成
長
す
る
こ
と
（
以
下
「
子
育
ち
」
と
い
う
。
）

が
で
き
、
及
び
安
心
し
て
こ
ど
も
・
若
者
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に
よ

り
、
保
護
者
・
養
育
者
そ
の
他
こ
ど
も
・
若
者
を
養
育
し
よ
う
と
思
う
者
が
子
育
ち
・
子

育
て
に
希
望
や
喜
び
を
感
じ
、
幸
せ
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た

め
、
子
育
ち
・
子
育
て
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
の
責
務
並
び
に
保
護

者
・
養
育
者
、
学
校
・
保
育
施
設
等
、
事
業
者
、
民
間
支
援
団
体
及
び
県
民
の
役
割
を
明

ら
か
に
し
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の 

第
二 

内
容 

 

一 

定
義 

 
 

㈠ 

こ
ど
も
・
若
者 

 
 

 
 

新
生
児
期
か
ら
青
年
期
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
、
心
身
の
発
達
の
過
程
に
あ
る

も
の
を
い
い
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
の
対
象
と
な
る
こ
ど
も
・
若
者
の
範

囲
は
施
策
ご
と
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

㈡ 

子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策 

 
 

 
 

こ
ど
も
基
本
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
こ
ど
も
施
策
そ
の
他
の
子
育
ち
・
子
育
て

を
社
会
全
体
で
支
え
、
及
び
推
進
す
る
施
策 

 
 

㈢ 

保
護
者
・
養
育
者 

 
 

 
 

親
権
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
、
社
会
的
養
護
を
行
う
者
そ
の
他
こ
ど
も
・
若
者
を

現
に
養
育
す
る
者 

 
 

㈣ 

学
校
・
保
育
施
設
等 

 
 

 
 

学
校
（
幼
稚
園
を
含
む
。
）
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
社
会
的
養
護
関
係
施
設
そ

の
他
の
こ
ど
も
・
若
者
が
学
び
育
つ
場
所 

 
 

㈤ 

民
間
支
援
団
体 

 
 

 
 

子
育
ち
・
子
育
て
の
推
進
を
行
う
こ
と
を
主
な
目
的
と
す
る
民
間
の
団
体 

 

二 

基
本
理
念 

 
 

 

子
育
ち
・
子
育
て
の
推
進
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。 

 
 

 

ア 

全
て
の
こ
ど
も
・
若
者
に
つ
い
て
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
そ
の
基
本
的
人
権
が



保
障
さ
れ
る
こ
と
、
人
種
、
国
籍
、
性
別
、
障
害
の
有
無
等
に
よ
る
差
別
的
取
扱
い
を

受
け
る
こ
と
が
な
い
こ
と
、
自
己
に
直
接
関
係
す
る
全
て
の
事
項
に
関
し
て
意
見
を
表

明
す
る
機
会
及
び
多
様
な
社
会
的
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、

日
本
国
憲
法
、
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
及
び
こ
ど
も
基
本
法
の
精
神
に
の
っ
と

り
、
こ
ど
も
・
若
者
が
有
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
。 

 
 

 

イ 

全
て
の
こ
ど
も
・
若
者
に
つ
い
て
、
そ
の
年
齢
及
び
発
達
の
程
度
に
応
じ
て
、
そ
の

意
見
が
尊
重
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
最
善
の
利
益
が
優
先
し
て
考
慮
さ
れ
る
社
会
が

構
築
さ
れ
る
こ
と
。 

 
 

 

ウ 

保
護
者
・
養
育
者
そ
の
他
こ
ど
も
・
若
者
を
養
育
し
よ
う
と
思
う
者
が
子
育
ち
・
子

育
て
に
希
望
や
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
幸
せ
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
。 

 
 

 

エ 

県
、
市
町
村
、
学
校
・
保
育
施
設
等
、
事
業
者
、
民
間
支
援
団
体
及
び
県
民
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
子
育
ち
・
子
育
て
の
推
進
に
主
体
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
相
互
に
連
携
協
力
し
て
社
会
全
体
で
子
育
ち
・
子
育
て
を
支
え
て
い
く
こ
と
。 

 

三 

県
の
責
務 

 
 

㈠ 

県
は
、
二
の
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
国
及
び
市

町
村
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
実
施
し
、
及
び
そ
の
充
実
を
図
る
。 

 
 

㈡ 

県
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
及
び
市
町

村
と
相
互
に
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
・
養
育
者
、
学
校
・
保
育
施
設
等
、
事

業
者
、
民
間
支
援
団
体
及
び
県
民
の
協
力
を
得
る
よ
う
努
め
る
。 

 

四 

保
護
者
・
養
育
者
の
役
割 

 
 

 

保
護
者
・
養
育
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
こ
ど
も
・
若
者
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
成
長
し
、
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。 

 

五 

学
校
・
保
育
施
設
等
の
役
割 

 
 

㈠ 

学
校
・
保
育
施
設
等
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
こ
ど
も
・
若
者
が
安
心
し
て
学

び
、
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
な
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
学
校
に
在

籍
す
る
児
童
又
は
生
徒
が
学
校
生
活
を
営
む
上
で
遵
守
す
べ
き
規
律
の
策
定
そ
の
他
の

学
校
・
保
育
施
設
等
の
運
営
又
は
活
動
に
こ
ど
も
・
若
者
が
主
体
的
に
参
画
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。 

 
 

㈡ 

学
校
・
保
育
施
設
等
は
、
保
護
者
・
養
育
者
及
び
地
域
住
民
等
と
連
携
を
図
り
、
こ
ど

も
・
若
者
が
主
体
的
に
学
び
、
考
え
、
及
び
行
動
す
る
こ
と
を
通
し
て
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
に
努
め
る
。 

 

六 

事
業
者
の
役
割 



 
 

㈠ 

事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
子
育
ち
・
子
育
て
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
を

行
う
よ
う
努
め
る
。 

 
 

㈡ 

事
業
者
は
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
職
業
生
活
及
び
家
庭
生
活
に
お
け
る
子
育
ち
・

子
育
て
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
雇
用
環
境
の
整
備
及
び
改
善
に
努
め
る
。 

 

七 

民
間
支
援
団
体
の
役
割 

 
 

 

民
間
支
援
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
専
門
的
な
知

識
及
び
経
験
を
活
用
し
、
子
育
ち
・
子
育
て
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
を
行
う
よ
う
努
め

る
。 

 

八 

県
民
の
役
割 

 
 

 

県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
こ
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な
成
長
に
関
心
及
び
理
解

を
深
め
る
よ
う
努
め
る
。 

 

九 

こ
ど
も
計
画
の
策
定 

 
 

㈠ 

県
は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
を
尊
重
し
て
、
こ
ど
も
基
本
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る

都
道
府
県
こ
ど
も
計
画
（
以
下
九
に
お
い
て
「
こ
ど
も
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め

る
。 

 
 

㈡ 

県
は
、
こ
ど
も
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
ど
も
・
若
者
を
含
め
た
県
民
の
多

様
な
意
見
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
。 

 
 

㈢ 

県
は
、
こ
ど
も
計
画
に
基
づ
く
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
状
況
の
検
証
を
行
う
と
と

も
に
、
そ
の
結
果
を
議
会
に
報
告
し
、
及
び
公
表
す
る
。 

 

十 

体
制
整
備
等 

 
 

㈠ 

県
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
関
係
す
る
も
の
で
あ

り
、
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
関
係
部
局
が
横
断
的
か

つ
一
体
的
に
連
携
し
て
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
を

整
備
す
る
。 

 
 

㈡ 

県
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
的
確
に
応
ず
る
た
め
の
体
制
の
充
実
を
図

る
。 

 
 

㈢ 

県
は
、
社
会
全
体
で
子
育
ち
・
子
育
て
を
推
進
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
及
び
民
間
支

援
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
の
相
互
の
有
機
的
な
連
携
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ

の
有
機
的
な
連
携
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
に
努
め
る
。 

 
 

㈣ 

県
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
を
支
え
る
人
材
を
育
成
し
、
及
び
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

施
策
を
講
ず
る
。 

 

十
一 

主
要
な
施
策
等 

 
 

㈠ 

こ
ど
も
・
若
者
等
か
ら
の
意
見
聴
取
及
び
意
見
反
映 



 
 

㈡ 

情
報
提
供
等 

 
 

㈢ 

理
解
促
進 

 
 

㈣ 

こ
ど
も
・
若
者
の
安
全
及
び
安
心
の
確
保 

 
 

㈤ 
こ
ど
も
・
若
者
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進 

 
 

㈥ 

こ
ど
も
・
若
者
の
心
身
の
成
長
及
び
発
達
の
環
境
整
備 

 
 

㈦ 

こ
ど
も
・
若
者
の
主
体
的
な
学
び
の
機
会
の
確
保 

 
 

㈧ 

保
護
者
・
養
育
者
等
に
対
す
る
支
援 

 
 

㈨ 

財
政
上
の
措
置
等 

第
三 

施
行
期
日 

 
 

 

公
布
の
日 

 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
児
童
相
談
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
一
号
）
（
こ

ど
も
安
全
課
） 

一 

趣
旨 

 

児
童
相
談
所
の
所
管
人
口
の
平
準
化
を
図
り
、
も
っ
て
児
童
虐
待
に
一
層
迅
速
か
つ
き
め
細

か
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
に
埼
玉
県
朝
霞
児
童
相
談
所
を
設
置
し
、
並
び
に
埼
玉
県
川
越
児

童
相
談
所
及
び
埼
玉
県
所
沢
児
童
相
談
所
の
所
管
区
域
を
変
更
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

児
童
相
談
所
の
新
設 

 

朝
霞
市
に
埼
玉
県
朝
霞
児
童
相
談
所
を
設
置
し
、
所
管
区
域
を
朝
霞
市
、
志
木
市
、
和
光

市
、
新
座
市
、
富
士
見
市
、
ふ
じ
み
野
市
及
び
三
芳
町
と
す
る
。 

 

㈡ 

所
管
区
域
の
変
更 

 

日
高
市
を
埼
玉
県
川
越
児
童
相
談
所
の
所
管
区
域
か
ら
埼
玉
県
所
沢
児
童
相
談
所
の
所
管

区
域
に
変
更
す
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
七
年
四
月
一
日 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
医
師
育
成
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号
）

（
医
療
人
材
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

医
師
育
成
奨
学
金
の
貸
与
制
度
に
つ
い
て
、
国
の
財
源
を
活
用
し
た
よ
り
安
定
的
な
制
度
運 

 

営
を
図
る
と
と
も
に
、
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
が
制
度
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
を
防
止
す
る 

 

た
め
、
貸
与
す
る
奨
学
金
に
利
息
を
付
す
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

奨
学
金
の
貸
与
の
額
に
年
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
息
を
付
す
改
正 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
七
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
専
用
水
道
に
係
る
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
三
号
）
（
生
活
衛
生
課
） 

一 

趣
旨 

 

水
道
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
専
用
水
道
に
係
る
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を

改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。 

二 

内
容 

㈠ 

大
学
の
土
木
工
学
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を
卒
業
し
た
者
が
必
要
と
す
る
技
術
上
の

実
務
経
験
年
数
に
つ
い
て
、
履
修
し
た
学
科
目
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
て
い
た
も
の
を
統
一 

㈡ 

土
木
施
工
管
理
に
係
る
一
級
の
技
術
検
定
に
合
格
し
た
者
を
追
加 

㈢ 

必
要
な
実
務
経
験
年
数
の
加
算
を
要
す
る
基
準
値
の
変
更 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
七
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
四
号
）
（
建
築
安
全
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
、
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

法
改
正
に
伴
う
規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
五
十
三
号
）
の
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え

な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
水
道
用
水
供
給
事
業
に
係
る
技
術
上
の
監
督
を
要
す
る
水
道
の
布
設
工
事
等
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
五
号
）
（
水
道
企
画
課
） 

一 

趣
旨 

 

水
道
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
水
道
用
水
供
給
事
業
に
係
る
布
設
工
事
監
督
者

及
び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。 

二 

内
容 

㈠ 

布
設
工
事
監
督
者
の
資
格
要
件
の
見
直
し
と
し
て
、
機
械
工
学
科
や
電
気
工
学
科
の
課
程

を
修
め
た
者
、
土
木
施
工
管
理
に
係
る
一
級
の
技
術
検
定
に
合
格
し
た
者
を
追
加 

㈡ 

水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
要
件
の
見
直
し
と
し
て
、
土
木
施
工
管
理
に
係
る
一
級
の
技
術 

 

検
定
に
合
格
し
た
者
を
追
加 

三 

施
行
期
日 

 
 

令
和
七
年
四
月
一
日 

 



条

例 

埼
玉
県
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
規
制
に
関
す
る
条
例
に
係
る
手
数
料
に
関
す
る
条
例
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号 

 
 

 

埼
玉
県
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
規
制
に
関
す
る
条
例
に
係
る
手
数
料
に
関
す
る
条

例 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
埼
玉
県
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
令
和
六

年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号
。
次
条
に
お
い
て
「
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
規
制
条
例
」
と

い
う
。
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
手
数
料
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。 

 

（
手
数
料
の
納
付
） 

第
二
条 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
規
制
条
例
第
八
条
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
同
条
第
三
項

の
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
規
制
条
例
第
十
二
条

第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

             

（
手
数
料
の
減
免
） 

第
三
条 

知
事
は
、
災
害
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
手
数
料
を
納
付
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
手
数
料
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
手
数
料
の
還
付
） 

 

三 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
規
制
条
例
第
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管

業
の
許
可
に
係
る
事
項
の
変
更
の
許
可
の
申
請
に
対

す
る
審
査 

二 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
規
制
条
例
第
八
条
第

三
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業

の
許
可
の
更
新
の
申
請
に
対
す
る
審
査 

一 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
規
制
条
例
第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業

の
許
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査 

一
件
に
つ
き
四
万
六
千
円 

一
件
に
つ
き
四
万
九
千
円 

一
件
に
つ
き
五
万
五
千
円 

 



第
四
条 

既
に
納
め
た
手
数
料
は
、
還
付
し
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
が
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
（
過
料
） 

第
五
条 
詐
欺
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
手
数
料
の
徴
収
を
免
れ
た
者
は
、
そ
の
徴
収
を
免

れ
た
金
額
の
五
倍
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
五
倍
に
相
当
す
る
金
額
が
五
万
円
を
超
え
な
い
と

き
は
、
五
万
円
と
す
る
。
）
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
九
号 

 
 

 

埼
玉
県
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す 

る
条
例 

 

埼
玉
県
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉

県
条
例
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

６ 

救
護
施
設
は
、
入
所
者
の
自
立
支
援
を
行
う
た
め
、
入
所
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
各
入
所
者 

 

ご
と
に
個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
更
生
計
画
」
を
「
個
別
支
援
計
画
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第

二
項
」
の
下
に
「
及
び
第
六
項
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
更
生
計
画
」
を
「
個
別
支
援
計
画
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
こ
ど
も
・
若
者
基
本
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
号 

 
 

 

埼
玉
県
こ
ど
も
・
若
者
基
本
条
例 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
こ
ど
も
・
若
者
が
有
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
、
こ
ど
も
・
若
者
が
主
体

性
を
持
っ
て
、
自
分
ら
し
く
健
や
か
に
、
か
つ
、
幸
せ
に
成
長
す
る
こ
と
（
以
下
「
子
育
ち
」

と
い
う
。
）
が
で
き
、
及
び
安
心
し
て
こ
ど
も
・
若
者
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整

備
に
よ
り
、
保
護
者
・
養
育
者
そ
の
他
こ
ど
も
・
若
者
を
養
育
し
よ
う
と
思
う
者
が
子
育
ち
・

子
育
て
に
希
望
や
喜
び
を
感
じ
、
幸
せ
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、

子
育
ち
・
子
育
て
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
の
責
務
並
び
に
保
護
者
・
養
育
者
、

学
校
・
保
育
施
設
等
、
事
業
者
、
民
間
支
援
団
体
及
び
県
民
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
子
育
ち
・

子
育
て
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
こ
ど
も
・
若
者
」
と
は
、
新
生
児
期
か
ら
青
年
期
に
至
る
ま
で

の
間
に
あ
る
者
で
、
心
身
の
発
達
の
過
程
に
あ
る
も
の
を
い
い
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る

施
策
の
対
象
と
な
る
こ
ど
も
・
若
者
の
範
囲
は
施
策
ご
と
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
」
と
は
、
こ
ど
も
基
本
法
（
令
和

四
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
こ
ど
も
施
策
そ
の
他
の
子
育
ち
・
子
育

て
を
社
会
全
体
で
支
え
、
及
び
推
進
す
る
施
策
を
い
う
。 

３ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
保
護
者
・
養
育
者
」
と
は
、
親
権
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
、
社

会
的
養
護
を
行
う
者
そ
の
他
こ
ど
も
・
若
者
を
現
に
養
育
す
る
者
を
い
う
。 

４ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
学
校
・
保
育
施
設
等
」
と
は
、
学
校
（
幼
稚
園
を
含
む
。
）
、
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
社
会
的
養
護
関
係
施
設
そ
の
他
の
こ
ど
も
・
若
者
が
学
び
育
つ
場
所
を

い
う
。 

５ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
民
間
支
援
団
体
」
と
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
の
推
進
を
行
う
こ
と
を

主
な
目
的
と
す
る
民
間
の
団
体
を
い
う
。 

 

（
基
本
理
念
） 

第
三
条 

子
育
ち
・
子
育
て
の
推
進
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。 

 

一 

全
て
の
こ
ど
も
・
若
者
に
つ
い
て
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
そ
の
基
本
的
人
権
が
保
障

さ
れ
る
こ
と
、
人
種
、
国
籍
、
性
別
、
障
害
の
有
無
等
に
よ
る
差
別
的
取
扱
い
を
受
け
る
こ



と
が
な
い
こ
と
、
自
己
に
直
接
関
係
す
る
全
て
の
事
項
に
関
し
て
意
見
を
表
明
す
る
機
会
及

び
多
様
な
社
会
的
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
日
本
国
憲
法
、
児
童

の
権
利
に
関
す
る
条
約
及
び
こ
ど
も
基
本
法
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
こ
ど
も
・
若
者
が
有
す

る
権
利
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
。 

 

二 

全
て
の
こ
ど
も
・
若
者
に
つ
い
て
、
そ
の
年
齢
及
び
発
達
の
程
度
に
応
じ
て
、
そ
の
意
見

が
尊
重
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
最
善
の
利
益
が
優
先
し
て
考
慮
さ
れ
る
社
会
が
構
築
さ
れ

る
こ
と
。 

 

三 

保
護
者
・
養
育
者
そ
の
他
こ
ど
も
・
若
者
を
養
育
し
よ
う
と
思
う
者
が
子
育
ち
・
子
育
て

に
希
望
や
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
幸
せ
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
。 

 

四 

県
、
市
町
村
、
学
校
・
保
育
施
設
等
、
事
業
者
、
民
間
支
援
団
体
及
び
県
民
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
認
識
し
、
子
育
ち
・
子
育
て
の
推
進
に
主
体
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
相
互
に

連
携
協
力
し
て
社
会
全
体
で
子
育
ち
・
子
育
て
を
支
え
て
い
く
こ
と
。 

 

（
県
の
責
務
） 

第
四
条 

県
は
、
前
条
の
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
国
及
び

市
町
村
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
実
施
し
、
及
び
そ
の
充
実
を
図
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
及
び
市
町
村
と

相
互
に
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
・
養
育
者
、
学
校
・
保
育
施
設
等
、
事
業
者
、
民
間

支
援
団
体
及
び
県
民
の
協
力
を
得
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
保
護
者
・
養
育
者
の
役
割
） 

第
五
条 

保
護
者
・
養
育
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
こ
ど
も
・
若
者
が
心
身
と
も
に
健
や

か
に
成
長
し
、
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。 

 

（
学
校
・
保
育
施
設
等
の
役
割
） 

第
六
条 

学
校
・
保
育
施
設
等
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
こ
ど
も
・
若
者
が
安
心
し
て
学
び
、

安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
な
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
学
校
に
在
籍
す
る
児
童

又
は
生
徒
が
学
校
生
活
を
営
む
上
で
遵
守
す
べ
き
規
律
の
策
定
そ
の
他
の
学
校
・
保
育
施
設
等

の
運
営
又
は
活
動
に
こ
ど
も
・
若
者
が
主
体
的
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。 

２ 

学
校
・
保
育
施
設
等
は
、
保
護
者
・
養
育
者
及
び
地
域
住
民
等
と
連
携
を
図
り
、
こ
ど
も
・

若
者
が
主
体
的
に
学
び
、
考
え
、
及
び
行
動
す
る
こ
と
を
通
し
て
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
必
要
な
支
援
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
事
業
者
の
役
割
） 



第
七
条 

事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
子
育
ち
・
子
育
て
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
を

行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 
事
業
者
は
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
職
業
生
活
及
び
家
庭
生
活
に
お
け
る
子
育
ち
・
子
育

て
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
雇
用
環
境
の
整
備
及
び
改
善
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
民
間
支
援
団
体
の
役
割
） 

第
八
条 

民
間
支
援
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
及
び
経
験
を
活
用
し
、
子
育
ち
・
子
育
て
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
を
行
う
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。 

 

（
県
民
の
役
割
） 

第
九
条 

県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
こ
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な
成
長
に
関
心
及
び
理

解
を
深
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
こ
ど
も
計
画
の
策
定
） 

第
十
条 

県
は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
を
尊
重
し
て
、
こ
ど
も
基
本
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る

都
道
府
県
こ
ど
も
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
こ
ど
も
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
こ
ど
も
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
ど
も
・
若
者
を
含
め
た
県
民
の
多
様
な

意
見
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。 

３ 

県
は
、
こ
ど
も
計
画
に
基
づ
く
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
状
況
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

そ
の
結
果
を
議
会
に
報
告
し
、
及
び
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
体
制
整
備
等
） 

第
十
一
条 

県
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
関
係
す
る
も
の
で
あ

り
、
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
関
係
部
局
が
横
断
的
か
つ
一
体

的
に
連
携
し
て
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
も
の

と
す
る
。 

２ 

県
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
的
確
に
応
ず
る
た
め
の
体
制
の
充
実
を
図
る
も

の
と
す
る
。 

３ 

県
は
、
社
会
全
体
で
子
育
ち
・
子
育
て
を
推
進
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
及
び
民
間
支
援
団

体
そ
の
他
の
関
係
者
の
相
互
の
有
機
的
な
連
携
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
有
機
的
な

連
携
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

県
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
を
支
え
る
人
材
を
育
成
し
、
及
び
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
こ
ど
も
・
若
者
等
か
ら
の
意
見
聴
取
及
び
意
見
反
映
） 

第
十
二
条 

県
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、
実
施
し
、
及
び
評
価
す
る
に



当
た
っ
て
は
、
当
該
施
策
の
対
象
と
な
る
こ
ど
も
・
若
者
、
保
護
者
・
養
育
者
そ
の
他
の
関
係

者
の
多
様
な
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
こ
ど
も
・
若
者
等
か
ら
の
意
見
の
聴
取
そ
の
他
の
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
前
項
に
規
定
す
る
意
見
の
聴
取
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、

こ
ど
も
・
若
者
が
当
該
施
策
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
年
齢
及
び
発
達
の
程

度
に
応
じ
た
分
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

県
は
、
こ
ど
も
・
若
者
の
多
様
な
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
、
そ
の
意
見
表
明
を
支
援
す
る
人

材
の
育
成
及
び
確
保
を
行
う
と
と
も
に
、
発
達
に
特
性
が
あ
り
、
又
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、
社
会
的
養
護
を
必
要
と
し
、
又
は
現
に
受
け
て
い
る
こ
と
そ
の
他
の
様
々
な
事
情
に
よ
り

意
見
を
表
明
す
る
上
で
の
困
難
を
有
す
る
こ
ど
も
・
若
者
の
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
に
必
要
な

施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
情
報
提
供
等
） 

第
十
三
条 

県
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
制
度
又
は
取
組
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
整

理
を
行
う
と
と
も
に
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
を
通
じ
て
、
こ
ど
も
・
若
者
及
び
保
護
者
・
養

育
者
そ
の
他
当
該
情
報
を
必
要
と
す
る
者
に
分
か
り
や
す
く
提
供
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。 

 

（
理
解
促
進
） 

第
十
四
条 

県
は
、
こ
ど
も
・
若
者
の
有
す
る
権
利
に
関
す
る
県
民
等
の
関
心
及
び
理
解
を
深
め

る
た
め
、
こ
の
条
例
及
び
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
趣
旨
及
び
内
容
に
関
す
る
周
知
啓
発

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
学
校
の
授
業
そ
の
他
の
教
育
活
動
に
お
い
て
、
こ
ど
も
・
若
者
が
自
ら
の
有
す
る
権

利
に
関
心
を
持
ち
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
、
体
罰
等

の
権
利
侵
害
か
ら
自
ら
を
守
り
、
困
難
を
抱
え
る
と
き
に
助
け
を
求
め
る
方
法
と
し
て
、
埼
玉

県
子
ど
も
の
権
利
擁
護
委
員
会
条
例
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
四
号
）
第
三
条
第
一

項
に
規
定
す
る
埼
玉
県
子
ど
も
の
権
利
擁
護
委
員
会
に
対
す
る
相
談
又
は
そ
の
他
の
方
法
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
・
保
育
施
設
等
及
び
民
間
支
援
団
体
等
と
連
携
し
、
必
要
な
施

策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

県
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
や
さ
し
い
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
県
民
等
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
こ
ど
も
・
若
者
の
安
全
及
び
安
心
の
確
保
） 

第
十
五
条 

県
は
、
人
種
、
国
籍
、
性
別
、
障
害
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
こ
ど
も
・

若
者
が
主
体
的
に
学
び
、
考
え
、
及
び
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
ど
も
・
若
者
の
安

全
及
び
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
こ
ど
も
・
若
者
を
犯
罪
、
事
故
、
性
暴
力
、
虐
待
、
貧
困
、
い
じ
め
、
体
罰
、
心
身



の
健
康
又
は
発
達
に
有
害
な
労
働
そ
の
他
の
危
害
か
ら
守
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。 

３ 
県
は
、
学
校
生
活
、
家
庭
の
状
況
、
地
域
社
会
と
の
関
係
性
そ
の
他
の
様
々
な
事
情
に
よ
り
、

不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
そ
の
他
の
日
常
生
活
若
し
く
は
社
会
生
活
を
送
る
上
で
困
難
な
問
題
を

抱
え
る
こ
ど
も
・
若
者
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
こ
ど
も
・
若
者
を
支
援
す
る
た
め
、
相
談
体

制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
こ
ど
も
・
若
者
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
） 

第
十
六
条 

県
は
、
こ
ど
も
・
若
者
が
安
全
に
、
か
つ
、
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
自
分

ら
し
く
い
ら
れ
る
と
と
も
に
、
遊
び
、
活
動
し
、
休
息
し
、
又
は
信
頼
で
き
る
人
間
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
多
様
な
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
前
項
に
規
定
す
る
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
居
場
所
づ
く

り
に
つ
い
て
、
こ
ど
も
・
若
者
が
意
見
を
表
明
し
、
及
び
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
こ
ど
も
・
若
者
の
心
身
の
成
長
及
び
発
達
の
環
境
整
備
） 

第
十
七
条 

県
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
、
こ
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備

に
資
す
る
た
め
、
こ
ど
も
・
若
者
、
保
護
者
・
養
育
者
そ
の
他
県
民
が
こ
ど
も
・
若
者
の
心
身

の
成
長
及
び
発
達
に
関
す
る
適
切
な
知
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
施
策
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
前
項
の
環
境
を
整
備
す
る
に
当
た
り
、
特
に
性
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
こ
ど
も
・

若
者
が
そ
の
年
齢
及
び
発
達
の
程
度
に
応
じ
て
、
情
報
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
こ
ど
も
・
若
者
の
主
体
的
な
学
び
の
機
会
の
確
保
） 

第
十
八
条 

県
は
、
全
て
の
こ
ど
も
・
若
者
が
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
教

育
を
等
し
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
そ
の
興
味
又
は
関
心
に
応
じ
て
主
体
的
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
は
、
幼
児
期
の
教
育
及
び
保
育
が
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
全
て
の
幼
児
に
つ
い
て
、
愛
着
が
形
成
さ
れ
た
上
で
、
必
要
な
体
験

及
び
遊
び
を
通
じ
た
質
の
高
い
教
育
及
び
保
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
施
策
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。 

３ 

県
は
、
全
て
の
こ
ど
も
・
若
者
が
、
そ
の
年
齢
及
び
発
達
の
程
度
に
応
じ
て
、
自
然
体
験
、

社
会
体
験
、
職
業
体
験
及
び
文
化
芸
術
体
験
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
等
し
く
確
保

さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

県
は
、
全
て
の
こ
ど
も
・
若
者
が
、
そ
の
個
性
や
本
人
の
意
思
等
に
応
じ
て
多
様
な
進
路
の

選
択
を
適
切
に
行
い
、
将
来
の
自
立
し
た
社
会
生
活
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
能
力
を
発



揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
就
業
機
会
の
確
保
の

支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 
（
保
護
者
・
養
育
者
等
に
対
す
る
支
援
） 

第
十
九
条 

県
は
、
次
に
掲
げ
る
施
策
そ
の
他
の
妊
娠
、
出
産
及
び
子
育
て
の
各
段
階
に
応
じ
た

支
援
を
切
れ
目
な
く
行
う
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
の
保
健
及
び
医
療
に
係
る
体
制
の
充
実 

 

二 

保
育
に
お
け
る
待
機
児
童
の
解
消
及
び
病
児
保
育
、
一
時
預
か
り
そ
の
他
の
多
様
な
保
育

の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
環
境
整
備 

 

三 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
お
け
る
待
機
児
童
の
解
消 

 

四 

子
育
て
に
関
す
る
学
び
の
機
会
の
確
保
及
び
情
報
の
提
供 

２ 

県
は
、
次
に
掲
げ
る
施
策
そ
の
他
の
保
護
者
・
養
育
者
そ
の
他
こ
ど
も
・
若
者
を
養
育
し
よ

う
と
思
う
者
の
職
業
生
活
及
び
家
庭
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。 

 

一 

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
資
す
る
た
め
の
雇
用
環
境
の
整
備 

 

二 

家
庭
に
お
け
る
家
事
及
び
子
育
て
の
協
働
の
推
進 

３ 

県
は
、
次
に
掲
げ
る
施
策
そ
の
他
の
子
育
て
家
庭
が
そ
の
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

安
心
し
て
こ
ど
も
・
若
者
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
住
環
境
の
整
備 

 

二 

保
護
者
・
養
育
者
そ
の
他
こ
ど
も
・
若
者
を
養
育
し
よ
う
と
思
う
者
が
相
互
に
交
流
し
、

子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
不
安
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
希
望
や
喜
び
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
の
確
保 

４ 

県
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
そ
の
他
の
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
必
要
な
支

援
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

５ 

県
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。 

 

（
財
政
上
の
措
置
等
） 

第
二
十
条 

県
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
財
政
上
の
措
置
そ
の

他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
児
童
相
談
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
児
童
相
談
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

埼
玉
県
児
童
相
談
所
設
置
条
例
（
平
成
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

第
一
項
の
表
埼
玉
県
南
児
童
相
談
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

  

 

第
一
項
の
表
埼
玉
県
川
越
児
童
相
談
所
の
項
所
管
区
域
の
欄
中
「
、
富
士
見
市
」
及
び
「
、
日

高
市
、
ふ
じ
み
野
市
」
を
削
り
、
「
入
間
郡
」
の
下
に
「
（
三
芳
町
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同

表
埼
玉
県
所
沢
児
童
相
談
所
の
項
所
管
区
域
の
欄
中
「
朝
霞
市
、
志
木
市
、
和
光
市
、
新
座
市
」

を
「
日
高
市
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
朝
霞 

児
童
相
談
所 

朝
霞
市 

朝
霞
市
、
志
木
市
、
和
光
市
、
新
座
市
、
富
士
見
市
、
ふ
じ
み

野
市 

入
間
郡
の
う
ち
三
芳
町 

 



条

例 

埼
玉
県
医
師
育
成
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号 

 
 

 

埼
玉
県
医
師
育
成
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
医
師
育
成
奨
学
金
貸
与
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
奨
学
金
の
利
息
） 

第
四
条
の
二 

奨
学
金
に
は
、
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
最
後
に
貸
与
を
受
け
た

日
ま
で
の
日
数
（
規
則
で
定
め
る
期
間
を
除
く
。
）
に
応
じ
、
奨
学
金
の
貸
与
の
額
に
年
十
パ

ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
利
息
を
付
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
規
則
で
定
め

る
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
利
息
の
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
徴
収
し
な
い
も
の
と

す
る
。 

 

第
七
条
の
見
出
し
中
「
返
還
」
を
「
返
還
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
返
還
」
の
下
に
「
及
び
第

四
条
の
二
に
規
定
す
る
利
息
の
支
払
（
以
下
「
奨
学
金
の
返
還
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
返
還
」
を
「
返
還
等
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
条
の
見
出
し
中
「
返
還
」
を
「
返
還
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
当
該
奨
学
金
の
返

還
」
を
「
奨
学
金
の
返
還
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
返
還
」
を
「
返
還
等
」

に
改
め
る
。 

 

第
十
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
返
還
」
を
「
返
還
等
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
一
条
第
一
項
中
「
返
還
す
べ
き
額
」
を
「
返
還
す
べ
き
奨
学
金
の
額
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
医
師
育
成
奨
学
金
貸
与
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の

施
行
の
日
以
後
に
新
規
の
奨
学
金
の
貸
与
の
決
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に

新
規
の
奨
学
金
の
貸
与
の
決
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

   



条

例 

埼
玉
県
専
用
水
道
に
係
る
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大

野

元

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
三
号 

埼
玉
県
専
用
水
道
に
係
る
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例 

 

埼
玉
県
専
用
水
道
に
係
る
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県

条
例
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
次
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
」
を
「
）
に
お
い
て
」

に
改
め
、
「
に
お
い
て
衛
生
工
学
又
は
水
道
工
学
に
関
す
る
学
科
目
」
を
削
り
、
「
一
年
」
を
「
一

年
六
月
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
第
九
号
及
び
第
十
号
」
を
「
第
四

号
及
び
第
五
号
」
に
、
「
二
年
六
箇
月
」
を
「
二
年
六
月
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、

同
項
第
四
号
中
「
三
年
六
箇
月
」
を
「
三
年
六
月
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項

第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
削
り
、
同
項
第
九
号
中
「
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
」
を
「
前

三
号
」
に
改
め
、
「
（
土
木
工
学
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「
に
関
す
る
学
科
目
又
は
こ
れ
ら
に

相
当
す
る
学
科
目
」
を
「
の
課
程
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
（
土
木
工
学
科
及
び
土
木
科
並

び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
除
く
。
）
」
に
、
「
第
三
号
に
」
を
「
第
二
号
に
」
に
、
「
を

修
了
し
た
者
を
含
む
」
を
「
に
あ
っ
て
は
、
修
了
し
た
者
」
に
、
「
、
第
四
号
」
を
「
、
前
号
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
」
を
「
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
、
「
前
号
に
規
定
す
る
学
科
目
及
び
土
木
工
学
以
外
の
学
科
目
」
を

「
前
各
号
に
規
定
す
る
課
程
以
外
の
課
程
」
に
、
「
二
年
六
箇
月
」
を
「
二
年
六
月
」
に
、
「
第

三
号
に
」
を
「
第
二
号
に
」
に
、
「
三
年
六
箇
月
」
を
「
三
年
六
月
」
に
、
「
、
第
四
号
」
を
「
、

第
三
号
」
に
、
「
四
年
六
箇
月
」
を
「
四
年
六
月
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項

第
十
一
号
中
「
前
二
号
に
規
定
す
る
学
科
目
に
相
当
す
る
学
科
目
を
修
得
し
た
後
、
」
を
「
前
各

号
に
規
定
す
る
課
程
に
相
当
す
る
課
程
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る
学
校
に
お
い
て
修

得
す
る
程
度
と
同
等
以
上
に
修
得
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
、
「
者
ご
と
の
」
を
「
最
低
経
験
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。 

 

七 

技
術
士
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
二
次
試

験
の
う
ち
上
下
水
道
部
門
に
合
格
し
た
者
（
選
択
科
目
と
し
て
上
水
道
及
び
工
業
用
水
道
を

選
択
し
た
者
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し

た
経
験
を
有
す
る
も
の 

 

八 

建
設
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び



第
二
項
の
規
定
に
よ
る
土
木
施
工
管
理
に
係
る
一
級
の
技
術
検
定
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、

一
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の 

 
九 

五
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者 

 

第
二
条
第
一
項
中
第
十
二
号
を
第
十
号
と
す
る
。 

 

第
二
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

２ 

一
日
最
大
給
水
量
が
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
専
用
水
道
に
つ
い
て
は
、
前
項
第
一
号

中
「
一
年
六
月
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
以
上
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
二
年
六
月
以
上
」

と
あ
る
の
は
「
五
年
以
上
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
三
年
六
月
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
七
年
以

上
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
二
年
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
四
年
以
上
」
と
、
「
三
年
以
上
」
と

あ
る
の
は
「
六
年
以
上
」
と
、
「
四
年
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
八
年
以
上
」
と
、
同
項
第
五
号

中
「
二
年
六
月
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
五
年
以
上
」
と
、
「
三
年
六
月
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
七

年
以
上
」
と
、
「
四
年
六
月
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
九
年
以
上
」
と
、
同
項
第
七
号
中
「
六
月

以
上
」
と
あ
る
の
は
「
一
年
以
上
」
と
、
同
項
第
八
号
中
「
一
年
六
月
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
三

年
以
上
」
と
、
同
項
第
九
号
中
「
五
年
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
十
年
以
上
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

   



条

例 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
五
号
中
「
第
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
十
八
条
第
五
項
」
に
改
め
、

同
項
第
六
号
中
「
第
十
八
条
第
十
六
項
」
を
「
第
十
八
条
第
二
十
項
」
に
、
「
第
十
八
条
第
二
十

一
項
」
を
「
第
十
八
条
第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
十

八
条
第
十
六
項
」
を
「
第
十
八
条
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
の
規

定
中
「
第
十
八
条
第
十
九
項
」
を
「
第
十
八
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
四
号
中
「
第

十
八
条
第
二
十
四
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
」
を
「
第
十
八
条
第
三
十
八
項
第
一
号
若
し
く
は

第
二
号
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
五
十
三
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る

規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
水
道
用
水
供
給
事
業
に
係
る
技
術
上
の
監
督
を
要
す
る
水
道
の
布
設
工
事
等
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
五
号 

 
 

 

埼
玉
県
水
道
用
水
供
給
事
業
に
係
る
技
術
上
の
監
督
を
要
す
る
水
道
の
布
設
工
事
等
を
定 

 
 

 

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
水
道
用
水
供
給
事
業
に
係
る
技
術
上
の
監
督
を
要
す
る
水
道
の
布
設
工
事
等
を
定
め
る

条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
第
一
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
七
号
」
に
、
「
の
土
木
工
学
科
」
を
「
に
お
い
て
土
木

工
学
科
」
に
改
め
、
「
に
お
い
て
衛
生
工
学
又
は
水
道
工
学
に
関
す
る
学
科
目
」
を
削
り
、
「
二

年
以
上
水
道
」
を
「
三
年
以
上
水
道
、
工
業
用
水
道
、
下
水
道
、
道
路
又
は
河
川
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
水
道
等
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
「
者
」
の
下
に
「
（
一
年
六
月
以
上
水
道
に
関

す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
の

土
木
工
学
科
又
は
こ
れ
」
を
「
に
お
い
て
機
械
工
学
科
若
し
く
は
電
気
工
学
科
又
は
こ
れ
ら
」
に

改
め
、
「
に
お
い
て
前
号
に
規
定
す
る
学
科
目
以
外
の
学
科
目
」
を
削
り
、
「
三
年
以
上
水
道
」

を
「
四
年
以
上
水
道
等
」
に
改
め
、
「
者
」
の
下
に
「
（
二
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実

務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
高
等
専
門
学
校
」

の
下
に
「
（
次
号
に
お
い
て
「
短
期
大
学
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
次
条
第
二
号
及
び
第

三
号
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
、
「
水
道
」
を
「
水
道
等
」
に
改
め
、
「
者
」
の
下
に
「
（
二

年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
」
を
加

え
、
同
条
第
八
号
中
「
水
道
」
を
「
水
道
等
」
に
改
め
、
「
者
」
の
下
に
「
（
五
年
以
上
水
道
の

工
事
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を

同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
水
道
に
」
を
「
水
道
等
に
」
に
改
め
、
「
も
の
」
の
下

に
「
（
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
」

を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

十 

建
設
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
土
木
施
工
管
理
に
係
る
一
級
の
技
術
検
定
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、

三
年
以
上
水
道
等
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の
（
一
年
六
月

以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。
） 

 

第
三
条
第
六
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
六
号
」
に
、
「
修
了
」
を
「
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

規
定
す
る
学
校
に
お
い
て
修
得
す
る
程
度
と
同
等
以
上
に
修
得
」
に
、
「
当
該
各
号
に
規
定
す
る
」

を
「
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る
水
道
等
の
最
低
経
験
」
に
、
「
水
道
」
を
「
水
道
等
」
に



改
め
、
「
者
」
の
下
に
「
（
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る
水
道
等
の
最
低
経
験
年
数
の
二
分

の
一
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、

同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
の
土
木
工
学
科
又
は
こ

れ
に
相
当
す
る
」
を
「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
」
に
、
「
、
同
法
」
を
「
、
学
校
教
育

法
」
に
、
「
学
科
目
」
を
「
課
程
」
に
、
「
関
す
る
課
程
」
を
「
関
す
る
専
攻
」
に
、
「
一
年
以

上
、
」
を
「
二
年
以
上
、
」
に
、
「
二
年
以
上
水
道
」
を
「
三
年
以
上
水
道
等
」
に
改
め
、
「
も

の
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
規
定
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
に
あ
っ
て
は
一
年
以
上
、
第

二
号
に
規
定
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
に
あ
っ
て
は
一
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術

上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、

同
条
第
四
号
中
「
中
等
教
育
学
校
」
の
下
に
「
（
次
号
に
お
い
て
「
高
等
学
校
等
」
と
い
う
。
）
」

を
加
え
、
「
水
道
」
を
「
水
道
等
」
に
改
め
、
「
者
」
の
下
に
「
（
三
年
六
月
以
上
水
道
に
関
す

る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
五
号

と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

六 

高
等
学
校
等
に
お
い
て
機
械
科
若
し
く
は
電
気
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め

て
卒
業
し
た
後
、
八
年
以
上
水
道
等
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

者
（
四
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。
） 

 

第
三
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

四 

短
期
大
学
等
に
お
い
て
機
械
科
若
し
く
は
電
気
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め

て
卒
業
し
た
後
、
六
年
以
上
水
道
等
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

者
（
三
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
限
る
。
） 

 

第
四
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

一 

前
条
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
五
号
に
規
定
す
る
学
校
に
お
い
て
土
木
工
学
科
若
し
く
は

土
木
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
後
、
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る

学
校
を
卒
業
し
た
者
に
あ
っ
て
は
三
年
以
上
、
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
学
校
を
卒
業
し
た

者
（
学
校
教
育
法
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
に
あ
っ
て
は
、
修
了
し
た
者
。
次
号
及

び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
五
年
以
上
、
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
学
校
を

卒
業
し
た
者
に
あ
っ
て
は
七
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有

す
る
者 

 

第
四
条
第
二
号
中
「
又
は
第
四
号
」
を
「
又
は
第
五
号
」
に
改
め
、
「
（
土
木
工
学
を
除
く
。
）
」

を
削
り
、
「
に
関
す
る
学
科
目
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
学
科
目
」
を
「
の
課
程
又
は
こ
れ
ら
に

相
当
す
る
課
程
（
土
木
工
学
科
及
び
土
木
科
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
除
く
。
）
」
に

改
め
、
「
（
学
校
教
育
法
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。
次
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
同
条
第
四
号
」
を
「
同
条
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
又

は
第
四
号
」
を
「
又
は
第
五
号
」
に
、
「
前
号
」
を
「
前
二
号
」
に
、
「
学
科
目
及
び
土
木
工
学



以
外
の
学
科
目
」
を
「
課
程
以
外
の
課
程
」
に
、
「
同
条
第
四
号
」
を
「
同
条
第
五
号
」
に
改
め
、

同
条
第
四
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
三
号
」
に
、
「
学
科
目
」
を
「
課
程
」
に
、
「
修
得
し
た
後
、
」

を
「
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る
学
校
に
お
い
て
修
得
す
る
程
度
と
同
等
以
上
に
修
得
し

た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
、
「
者
ご
と
の
」
を
「
最
低
経
験
」
に
改
め
、
同
条
中
第
六
号
を
第
八
号

と
し
、
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

 

五 

技
術
士
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
二
次
試
験
の
う
ち
上
下
水
道
部
門
に
合
格
し
た

者
（
選
択
科
目
と
し
て
上
水
道
及
び
工
業
用
水
道
を
選
択
し
た
者
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、

一
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の 

 

六 

建
設
業
法
施
行
令
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
土
木
施
工
管
理
に
係

る
一
級
の
技
術
検
定
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、
三
年
以
上
水
道
に
関
す
る
技
術
上
の
実
務

に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



規

則 

埼
玉
県
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
埼
玉
県
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
令
和
六

年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
四
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
住
民
へ
の
周
知
の
方
法
） 

第
二
条 

条
例
第
七
条
（
条
例
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
措
置
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。 

一 

当
該
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
の
敷
地
境
界
線
か
ら
の
水
平
距
離
が
三
百
メ
ー
ト

ル
以
内
の
区
域
（
次
号
に
お
い
て
「
特
定
区
域
」
と
い
う
。
）
に
居
住
す
る
者
に
対
し
、
特

定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
す
る
方
法 

二 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
を
特
定
区
域
に
居
住
す
る
者
に
配

布
す
る
方
法 

三 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
内
容
を
当
該
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
又
は
そ
の

周
辺
の
適
当
な
場
所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

住
民
の
閲
覧
に
供
す
る
方
法 

（
周
知
さ
せ
る
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
内
容
） 

第
三
条 

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
周
知
さ
せ
る
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
内
容
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
を
行
お
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
法
人
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名 

二 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
の
所
在
地
及
び
敷
地
面
積 

三 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
の
構
造
及
び
設
備 

四 

第
六
条
第
三
項
で
定
め
る
区
分 

五 

保
管
物
を
積
み
上
げ
る
高
さ 

六 

破
砕
等
（
破
砕
、
切
断
、
圧
縮
、
解
体
、
洗
浄
そ
の
他
の
処
理
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
破
砕
等
の
種
類 

七 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
開
始
予
定
年
月
日 



八 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
を
行
お
う
と
す
る
者
の
連
絡
先
の
電
話
番
号 

九 

そ
の
他
知
事
が
定
め
る
事
項 

 
（
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
許
可
証
） 

第
四
条 
知
事
は
、
条
例
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
許
可
を

し
た
と
き
、
又
は
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
様
式

第
一
号
の
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
許
可
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
許
可
証
の
再
交
付
） 

第
五
条 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
許
可
業
者
は
、
前
条
に
規
定
す
る
許
可
証
を
亡
失
し
、
毀
損

し
、
又
は
汚
損
し
た
と
き
は
、
当
該
許
可
証
の
再
交
付
を
知
事
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
様
式
第
二
号
の
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
許
可
証
再
交
付

申
請
書
を
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

許
可
証
の
毀
損
又
は
汚
損
を
理
由
と
し
て
申
請
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
許
可
証
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
許
可
の
申
請
） 

第
六
条 

条
例
第
八
条
第
二
項
の
申
請
書
の
様
式
は
、
様
式
第
三
号
の
と
お
り
と
す
る
。 

２ 

条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
書
類
及
び
図
面
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、

条
例
第
八
条
第
三
項
の
許
可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
の
書
類

の
添
付
を
要
し
な
い
。 

一 

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
じ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面 

二 

事
業
計
画
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類 

三 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
、

構
造
図
及
び
設
計
計
算
書
並
び
に
当
該
事
業
場
の
位
置
図
及
び
付
近
の
見
取
図 

四 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
の
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
及
び
公
図
の
写
し 

五 

申
請
者
が
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
の
土
地
の
所
有
権
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、

当
該
土
地
を
使
用
す
る
権
原
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

六 

住
民
票
の
写
し
（
本
籍
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法

律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
）
の
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
項
及
び
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に

は
、
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書
） 

七 

申
請
者
が
条
例
第
九
条
第
一
項
第
三
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を

誓
約
す
る
書
面
（
申
請
者
が
同
号
ヌ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
（
以
下
「
未
成
年
者
」
と
い
う
。
）

で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
（
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
役

員
を
含
む
。
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
条
例
第
九
条
第
一
項
第
三
号

イ
か
ら
リ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
） 



八 

申
請
者
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
（
法
定
代

理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書
並
び
に
そ
の

役
員
の
住
民
票
の
写
し
。
第
十
四
条
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

九 
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
役
員
の
住
民
票
の
写
し 

十 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の
百
分
の
五
以
上
の
株
式
を

有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五
以
上
の
額
に
相
当
す
る
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
住
民
票
の
写
し
（
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
登

記
事
項
証
明
書
） 

十
一 

申
請
者
に
第
八
条
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し 

十
二 

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
標
準
作
業
書 

イ 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
の
維
持
に
関
す
る
計
画 

ロ 

油
水
分
離
装
置
及
び
こ
れ
に
接
続
し
て
い
る
排
水
溝
そ
の
他
の
設
備
の
管
理
の
方
法 

ハ 

電
池
、
潤
滑
油
そ
の
他
の
火
災
の
発
生
又
は
延
焼
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
を
回
収
し
、

及
び
処
理
す
る
方
法 

ニ 

保
管
又
は
破
砕
等
（
以
下
「
保
管
等
」
と
い
う
。
）
の
場
所
か
ら
保
管
等
に
伴
っ
て
生

じ
た
汚
水
又
は
油
の
飛
散
、
流
出
及
び
地
下
浸
透
並
び
に
悪
臭
の
発
散
を
防
止
す
る
方
法 

ホ 

保
管
等
に
伴
う
騒
音
又
は
振
動
に
よ
る
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
の
発
生
を
防
止
す

る
方
法 

へ 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
に
お
け
る
ね
ず
み
の
生
息
及
び
蚊
、
は
え
そ
の
他
の

害
虫
の
発
生
を
防
止
す
る
方
法 

ト 

当
該
事
業
に
伴
っ
て
生
じ
る
廃
棄
物
の
処
理
の
方
法 

チ 

そ
の
他
知
事
が
定
め
る
事
項 

３ 

条
例
第
八
条
第
二
項
第
四
号
の
規
則
で
定
め
る
区
分
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
（
保
管
を
す
る
保
管
物
が
金
属
の
み
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
） 

二 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
保
管
を
す
る
保
管
物
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
み
で
あ
る
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
） 

三 

雑
品
ス
ク
ラ
ッ
プ
（
保
管
を
す
る
保
管
物
が
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
で
あ
る
も
の
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
） 

４ 

条
例
第
八
条
第
二
項
第
五
号
の
規
則
で
定
め
る
保
管
の
方
法
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

保
管
物
を
積
み
上
げ
る
高
さ 

二 

保
管
の
作
業
の
方
法
及
び
手
順 

５ 

条
例
第
八
条
第
二
項
第
六
号
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

破
砕
等
を
す
る
場
所
の
位
置
及
び
面
積 

二 

破
砕
等
の
種
類
及
び
方
法 



三 

破
砕
等
の
作
業
の
方
法
及
び
手
順 

四 

破
砕
等
の
用
に
供
す
る
設
備
の
種
類
、
数
量
、
設
置
場
所
及
び
能
力 

６ 
条
例
第
八
条
第
二
項
第
七
号
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 
申
請
者
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
定
代

理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
住
所
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
並
び

に
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
） 

二 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
住
所 

三 

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
済
株
式
総
数
の
百
分
の
五
以
上
の
株
式
を

有
す
る
株
主
又
は
出
資
の
額
の
百
分
の
五
以
上
の
額
に
相
当
す
る
出
資
を
し
て
い
る
者
が
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
及
び
当
該
株
主
の
有
す
る
株
式
の
数
又

は
当
該
出
資
を
し
て
い
る
者
の
な
し
た
出
資
の
金
額 

四 

申
請
者
に
第
八
条
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
氏
名
及
び
住
所 

五 

条
例
第
十
八
条
の
現
場
責
任
者
の
氏
名
及
び
連
絡
先
の
電
話
番
号 

 

（
生
活
環
境
の
保
全
を
目
的
と
す
る
法
令
） 

第
七
条 

条
例
第
九
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
法
令
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。 

 

一 

大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
） 

 

二 

騒
音
規
制
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
） 

三 

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六

号
） 

四 

水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
） 

五 

悪
臭
防
止
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
九
十
一
号
） 

六 

振
動
規
制
法
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
六
十
四
号
） 

七 

特
定
有
害
廃
棄
物
等
の
輸
出
入
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
百
八
号
） 

八 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
号
） 

九 

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十

三
年
法
律
第
六
十
五
号
） 

十 

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
七
号
） 

 

十
一 

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律

第
五
十
七
号
） 

 

（
使
用
人
） 

第
八
条 

条
例
第
九
条
第
一
項
第
三
号
へ
、
ル
及
び
ヲ
の
規
則
で
定
め
る
使
用
人
は
、
申
請
者
の

使
用
人
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
代
表
者
で
あ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

本
店
又
は
支
店
（
商
人
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
又
は
従
た
る
事
務
所
） 



 

二 

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
再
生
資
源
に
係
る
契
約
を
締
結
す
る
権
限
を
有
す
る

者
を
置
く
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場 

 
（
使
用
前
検
査
の
申
請
） 

第
九
条 
条
例
第
九
条
第
二
項
（
条
例
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
使
用
前
検
査
申
請

者
」
と
い
う
。
）
は
、
様
式
第
四
号
の
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
使
用
前
検
査
申
請
書

を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

知
事
は
、
条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
し
た
と
き
は
、
当
該
検
査
の
結
果
を

様
式
第
五
号
の
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
使
用
前
検
査
結
果
通
知
書
に
よ
り
使
用
前
検

査
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
保
管
物
の
保
管
の
高
さ
） 

第
十
条 

第
六
条
第
三
項
で
定
め
る
区
分
が
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
又
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
該
当
す

る
場
合
に
お
け
る
条
例
第
十
一
条
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
高
さ
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
高
さ
と
す
る
。 

一 

保
管
の
場
所
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分
（
保
管
物
の
荷
重
が
直
接
か
か
る
構
造
で
あ
る
部

分
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
な
い
場
合
（
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除

く
。
） 

当
該
保
管
の
場
所
の
任
意
の
点
ご
と
に
、
地
盤
面
か
ら
、
当
該
点
を
通
る
鉛
直
線

と
当
該
保
管
の
場
所
の
囲
い
の
下
端
（
当
該
下
端
が
地
盤
面
に
接
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
下
端
を
鉛
直
方
向
に
延
長
し
た
面
と
地
盤
面
と
の
交
線
）
を
通
り
水
平
面
に
対

し
上
方
に
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
勾
配
を
有
す
る
面
と
の
交
点
（
当
該
交
点
が
二
以
上
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
最
も
地
盤
面
に
近
い
も
の
）
ま
で
の
高
さ 

二 

保
管
の
場
所
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分
が
あ
る
場
合
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
） 

 

 
 

基
準
線
（
直
接
負
荷
部
分
の
上
端
か
ら
下
方
に
垂
直
距
離
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
線
（
直

接
負
荷
部
分
に
係
る
囲
い
の
高
さ
が
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
下
端
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
当
該
保
管
の
場
所
の
側
の
任

意
の
点
ご
と
に
、
次
の
イ
に
規
定
す
る
高
さ
（
当
該
保
管
の
場
所
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分

で
な
い
部
分
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
高
さ
の
う
ち
い
ず
れ
か
低

い
も
の
） 

イ 

地
盤
面
か
ら
、
当
該
点
を
通
る
鉛
直
線
と
当
該
鉛
直
線
へ
の
水
平
距
離
が
最
も
小
さ
い

基
準
線
を
通
る
水
平
面
と
の
交
点
ま
で
の
高
さ 

 
 

ロ 

前
号
に
規
定
す
る
高
さ 

三 

保
管
の
場
所
の
三
方
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分
が
あ
る
場
合 

次
の
イ
若
し
く
は
ロ
に
規

定
す
る
高
さ
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
も
の
又
は
前
号
に
規
定
す
る
高
さ 

イ 

当
該
保
管
の
場
所
の
当
該
三
方
以
外
の
方
向
か
ら
、
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
用



に
供
す
る
施
設
（
当
該
保
管
の
場
所
を
除
く
。
）
又
は
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場

の
敷
地
の
境
界
線
へ
の
水
平
距
離
の
う
ち
最
小
の
も
の
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
高
さ 

ロ 

当
該
直
接
負
荷
部
分
の
基
準
線
の
高
さ 

２ 

第
六
条
第
三
項
で
定
め
る
区
分
が
雑
品
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
条
例
第
十

一
条
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
高
さ
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
高
さ
と
す
る
。 

一 

保
管
の
場
所
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分
が
な
い
場
合
（
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
） 

 
 

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
高
さ
又
は
五
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
も
の 

二 

保
管
の
場
所
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分
が
あ
る
場
合
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
） 

 

 
 

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
高
さ
又
は
五
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
も
の 

三 

保
管
の
場
所
の
三
方
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分
が
あ
る
場
合 

前
項
第
三
号
に
規
定
す
る

高
さ
又
は
五
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
も
の 

３ 

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
再
生
資
源
を
容
器
を
用
い
て
保
管
す
る
場
合
又
は
知

事
が
定
め
る
特
定
再
生
資
源
を
保
管
す
る
場
合
に
お
け
る
高
さ
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
高
さ
と
す
る
。 

 

一 

保
管
の
場
所
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分
が
な
い
場
合
（
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
） 

 
 

 

五
メ
ー
ト
ル 

 

二 

保
管
の
場
所
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分
が
あ
る
場
合
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
） 

 
 

 

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
高
さ 

 

三 

保
管
の
場
所
の
三
方
の
囲
い
に
直
接
負
荷
部
分
が
あ
る
場
合 

前
項
第
三
号
に
規
定
す
る

高
さ 

 

（
火
災
の
発
生
又
は
延
焼
防
止
の
た
め
の
措
置
） 

第
十
一
条 

条
例
第
十
一
条
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

保
管
物
が
そ
の
他
の
物
と
混
合
す
る
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に
他
の
物
と
区
分
し
て
保
管
す

る
こ
と
。 

二 

保
管
物
（
第
六
条
第
三
項
で
定
め
る
区
分
が
雑
品
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
該
当
す
る
場
合
に
係
る

も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
電
池
、
潤
滑
油
そ
の
他
の
火
災
の
発
生

又
は
延
焼
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
技
術
的
に
可
能
な
範
囲

で
こ
れ
ら
を
適
正
に
回
収
し
、
処
理
す
る
こ
と
。 

三 

保
管
物
の
一
の
保
管
の
単
位
の
面
積
を
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。 

四 

隣
接
す
る
保
管
物
の
保
管
の
単
位
の
間
隔
は
、
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
（
当
該
保

管
の
単
位
の
間
に
火
災
に
よ
る
延
焼
を
防
ぐ
に
足
り
る
仕
切
り
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
を

除
く
。
）
。 

五 

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
措
置 



 

（
変
更
の
許
可
の
申
請
等
） 

第
十
二
条 

条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
の
申
請
は
、
様
式
第
六
号
の
特

定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
許
可
事
項
変
更
許
可
申
請
書
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
第
六
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図

面
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

条
例
第
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
じ
た

こ
と
を
証
す
る
書
面 

二 

変
更
後
の
事
業
計
画
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類 

三 

変
更
後
の
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
平
面
図
、
立
面
図
、

断
面
図
、
構
造
図
及
び
設
計
計
算
書
並
び
に
当
該
事
業
場
の
位
置
図
及
び
付
近
の
見
取
図 

四 

第
六
条
第
二
項
第
十
二
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
変
更
後
の
標
準
作

業
書 

３ 

条
例
第
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
変
更
と
す
る
。 

一 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
の
所
在
地
の
変
更 

二 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
の
敷
地
面
積
の
変
更
（
当
該
面
積
を
増
大
さ
せ
る
場
合

に
限
る
。
） 

三 

特
定
再
生
資
源
の
保
管
の
場
所
の
面
積
の
変
更
（
当
該
面
積
を
増
大
さ
せ
る
場
合
に
限
る
。
） 

四 

保
管
物
を
積
み
上
げ
る
高
さ
の
変
更
（
当
該
高
さ
を
増
大
さ
せ
る
場
合
に
限
る
。
） 

五 

第
六
条
第
二
項
第
十
二
号
イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
変
更
（
当
該
変
更
に
よ

っ
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
対
す
る
影
響
が
増
大
し
な
い
場
合
を
除
く
。
） 

六 

第
六
条
第
三
項
で
定
め
る
区
分
の
変
更 

七 

破
砕
等
の
種
類
及
び
方
法
並
び
に
破
砕
等
の
作
業
の
方
法
及
び
手
順
の
変
更
（
当
該
破
砕

等
を
し
な
い
こ
と
と
す
る
場
合
を
除
く
。
） 

八 

破
砕
等
の
用
に
供
す
る
設
備
の
種
類
、
数
量
、
設
置
場
所
及
び
能
力
の
変
更
（
当
該
設
備

の
数
量
を
増
加
さ
せ
、
又
は
能
力
を
増
大
さ
せ
る
場
合
に
限
る
。
） 

 

（
変
更
の
届
出
） 

第
十
三
条 

条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
七
号
の
特
定
再
生
資
源
屋

外
保
管
業
許
可
事
項
変
更
届
出
書
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
第
六
条
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と

す
る
。 

 

（
相
続
の
届
出
） 

第
十
四
条 

条
例
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
八
号
の
特
定
再
生
資
源
屋

外
保
管
業
相
続
届
出
書
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



２ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

被
相
続
人
と
の
続
柄
を
証
す
る
書
類 

二 

住
民
票
の
写
し 

三 
相
続
人
が
条
例
第
九
条
第
一
項
第
三
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を

誓
約
す
る
書
面
（
相
続
人
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
が
同
号
イ
か

ら
リ
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
） 

四 

相
続
人
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し 

五 

相
続
人
に
第
八
条
に
規
定
す
る
使
用
人
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し 

六 

届
出
者
以
外
に
相
続
人
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
を

届
出
者
が
継
続
し
て
営
業
す
る
こ
と
に
対
す
る
当
該
届
出
者
以
外
の
相
続
人
の
同
意
書 

 

（
廃
業
等
の
届
出
） 

第
十
五
条 

条
例
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
九
号
の
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管

業
廃
業
等
届
出
書
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
に
係
る
標
識
） 

第
十
六
条 

条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
標
識
は
、
縦
及
び
横
そ
れ
ぞ
れ
六
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

二 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
許
可
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
連
絡
先
の
電
話
番
号
並
び
に

法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名 

三 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
の
所
在
地
及
び
敷
地
面
積 

四 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
の
平
面
図 

五 

第
六
条
第
三
項
で
定
め
る
区
分 

六 

保
管
物
を
積
み
上
げ
る
高
さ
の
う
ち
最
高
の
も
の 

七 

破
砕
等
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
破
砕
等
の
種
類 

八 

条
例
第
十
八
条
の
現
場
責
任
者
の
氏
名
及
び
連
絡
先
の
電
話
番
号 

 

（
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
場
合
） 

第
十
七
条 

条
例
第
十
六
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
と
す
る
。 

一 

常
時
使
用
す
る
従
業
者
の
数
が
五
人
以
下
で
あ
る
場
合 

二 

当
該
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
許
可
業
者
が
管
理
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
有
し
て
い
な
い

場
合 

 

（
取
引
台
帳
） 

第
十
八
条 

条
例
第
十
七
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 



一 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
業
の
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

二 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
許
可
業
者
の
氏
名
又
は
名
称 

三 

特
定
再
生
資
源
の
取
引
の
年
月
日 

四 
特
定
再
生
資
源
の
取
引
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称 

五 

取
引
し
た
特
定
再
生
資
源
の
種
類 

六 

取
引
し
た
特
定
再
生
資
源
（
当
該
特
定
再
生
資
源
と
一
体
的
に
取
引
し
た
物
品
を
含
む
。
）

の
数
量 

七 

そ
の
他
知
事
が
定
め
る
事
項 

 

（
台
帳
の
保
存
の
方
法
） 

第
十
九
条 

条
例
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
台
帳
の
保
存
の
方
法
は
、
当
該
台
帳
を
特
定

再
生
資
源
屋
外
保
管
許
可
業
者
の
住
所
又
は
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
の
所
在
地
に
お

い
て
直
ち
に
そ
の
内
容
を
確
認
で
き
る
状
態
で
備
え
付
け
る
方
法
又
は
電
磁
的
方
法
（
電
子
的

方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
）

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
当
該
台
帳
に
係
る
記
録
を
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
許
可
業
者
の
住
所
又

は
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
の
所
在
地
に
お
い
て
直
ち
に
そ
の
内
容
を
書
面
に
表
示
す

る
こ
と
が
で
き
る
状
態
で
保
存
す
る
方
法
と
す
る
。 

 

（
現
場
責
任
者
の
選
任
） 

第
二
十
条 

条
例
第
十
八
条
の
現
場
責
任
者
は
、
事
業
内
容
及
び
事
業
場
の
構
造
、
設
備
等
に
精

通
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
適
正
な
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
業
務
を
管
理
し
、
及
び
監
督
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
を
選
任
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
廃
止
の
基
準
） 

第
二
十
一
条 

条
例
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

特
定
再
生
資
源
及
び
当
該
事
業
に
伴
っ
て
生
じ
る
廃
棄
物
が
保
管
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。 

二 

特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業
場
の
構
造
物
が
県
民
の
生
活
の
安
全
の
確
保
上
及
び
生
活

環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

（
身
分
証
明
書
） 

第
二
十
二
条 

条
例
第
二
十
三
条
第
二
項
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
様
式
第
十
号
の
と
お
り
と

す
る
。 

 

（
事
故
時
の
措
置
の
届
出
） 

第
二
十
三
条 

条
例
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
十
一
号
の
事
故
状
況

等
届
出
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
適
用
除
外
） 

第
二
十
四
条 

条
例
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
条
例
の
規
定

は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
市
町
村
の
区
域
に
つ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と



す
る
。 

     

（
知
事
に
提
出
す
る
書
類
の
部
数
） 

第
二
十
五
条 

条
例
及
び
こ
の
規
則
に
基
づ
き
知
事
に
提
出
す
る
書
類
の
部
数
は
、
正
副
二
通
と

す
る
。 

 

（
委
任
） 

第
二
十
六
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

知
事
が
別
に
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

条
例
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
附
則
様
式
の
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管

業
営
業
届
出
書
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
項
の
届
出
書
に
は
、
条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
再
生
資
源
屋
外
保
管
事
業

場
ご
と
に
必
要
な
事
項
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
十
二
号
に
規

定
す
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

条
例
附
則
第
二
条
第
七
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。 

さ
い
た
ま
市
、
越
谷
市 

市 

町 

村 

第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
（
第
三
十
二
条
を
除
く
。
）
及
び

附
則 

条 

例 

の 

規 

定 

 



 

 

附則様式（附則第２項関係） 

 

（第１面） 

特定再生資源屋外保管業営業届出書 

 

年  月  日  

 

  （宛先） 

      埼玉県知事 

 

届出者                     

住 所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

 

氏 名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

 

電話番号                    

担当者名                    

電子メールアドレス 

 

  埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例（以下「条例」という。）附則第２

条第２項の規定により、従前の特定再生資源屋外保管業の営業について、関係書類及び図

面を添えて次のとおり届け出ます。 

 

  

特定再生資源屋外保管事業場の所在地  

特定再生資源屋外保管事業場の敷地面積           ㎡ 

特定再生資源屋外保管事業場の構造 

特定再生資源屋外保管事業場の設備 

保管 

 

保管の場所 位置 面積 保管物の区分 保管物を積み上げる高さ 

１  

 

    

㎡ 

（１）金属スクラップ 

（２）プラスチック類 

（３）雑品スクラップ 

 

２  

 

    

㎡ 

（１）金属スクラップ 

（２）プラスチック類 

（３）雑品スクラップ 

 

３  

 

    

㎡ 

（１）金属スクラップ 

（２）プラスチック類 

（３）雑品スクラップ 

 

４  

 

    

㎡ 

（１）金属スクラップ 

（２）プラスチック類 

（３）雑品スクラップ 

 

５  

 

    

㎡ 

（１）金属スクラップ 

（２）プラスチック類 

（３）雑品スクラップ 

 

保管の作業の方法及び手順 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 １ 「保管物の区分」の欄は、保管をする保管物の区分のうち、該当する区分の番

号を〇で囲むこと。 

    ２ 「破砕等の種類及び方法」の欄は、破砕等の種類のうち、該当する種類の番号

を〇で囲み、その方法について具体的に記載すること。 

    ３ 各欄に記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、

その書面を添付すること。 

    ４ この届出書は、令和７年６月３０日までに提出すること。 

  

（破砕等（破砕、切断、圧縮、解体、洗浄その他の処理をいう。以下同じ。）をする場合） 

 

破砕等の場所 位置 面積 破砕等の種類及び方法 

１  
    

㎡ 

（１）破砕 

（２）切断 

（３）圧縮 

（４）解体 

（５）洗浄 

（６）その他 

 

２  
    

㎡ 

（１）破砕 

（２）切断 

（３）圧縮 

（４）解体 

（５）洗浄 

（６）その他 

 

３  
    

㎡ 

（１）破砕 

（２）切断 

（３）圧縮 

（４）解体 

（５）洗浄 

（６）その他 

 

４  
    

㎡ 

（１）破砕 

（２）切断 

（３）圧縮 

（４）解体 

（５）洗浄 

（６）その他 

 

５  
    

㎡ 

（１）破砕 

（２）切断 

（３）圧縮 

（４）解体 

（５）洗浄 

（６）その他 

 

破砕等の作業の方法及び手順 

破砕等の用に供する設備の種類、数量、設置場所及び能力 

 



 

 

（第２面） 

 

 

  

添 

 

 

 

付 

 

 

 

書 

 

 

 

類 

１ 事業計画の概要を記載した書類 

２ 特定再生資源屋外保管事業場の構造を明らかにする平面図、立面図、断面図、

構造図及び設計計算書並びに当該事業場の位置図及び付近の見取図 

３ 特定再生資源屋外保管事業場の土地の登記事項証明書及び公図の写し 

４ 届出者が特定再生資源屋外保管事業場の土地の所有権を有しない場合には、当

該土地を使用する権原を有することを証する書類 

５ 住民票の写し（本籍（外国人にあっては、住民基本台帳法（昭和４２年法律第

８１号）第３０条の４５に規定する国籍等）の記載のあるものに限る。以下同

じ。）（届出者が法人である場合には、定款又は寄附行為及び登記事項証明書） 

６ 届出者が条例第９条第１項第３号イからワまでに該当しない者であることを誓

約する書面（届出者が同号ヌに規定する未成年者（以下「未成年者」という。）

である場合には、その法定代理人（法定代理人が法人である場合には、その役員

を含む。）が同号イからリまでに該当しない者であることを誓約する書面） 

７ 届出者が未成年者である場合には、その法定代理人の住民票の写し（法定代理

人が法人である場合には、定款又は寄附行為及び登記事項証明書並びにその役員

の住民票の写し） 

８ 届出者が法人である場合には、その役員の住民票の写し 

９ 届出者が法人である場合において、発行済株式総数の１００分の５以上の株式

を有する株主又は出資の額の１００分の５以上の額に相当する出資をしている者

があるときは、これらの者の住民票の写し（これらの者が法人である場合には、

登記事項証明書） 

１０ 届出者に埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例施行規則第８

条に規定する使用人がある場合には、その者の住民票の写し 

１１ 次に掲げる事項を記載した標準作業書 

イ 特定再生資源屋外保管事業場の維持に関する計画 

ロ 油水分離装置及びこれに接続している排水溝その他の設備の管理の方法 

ハ 電池、潤滑油その他の火災の発生又は延焼のおそれがあるものを回収し、及

び処理する方法 

ニ 保管又は破砕等（以下「保管等」という。）の場所から保管等に伴って生じ

た汚水又は油の飛散、流出及び地下浸透並びに悪臭の発散を防止する方法 

ホ 保管等に伴う騒音又は振動による生活環境の保全上の支障の発生を防止す

る方法 

へ 特定再生資源屋外保管事業場におけるねずみの生息及び蚊、はえその他の害

虫の発生を防止する方法 

ト 当該事業に伴って生じる廃棄物の処理の方法 

チ その他知事が定める事項 

 



（第３面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 各欄に記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、その

書面を添付すること。 

   

  

 

届出者（個人である場合） 

 （ふりがな） 

氏   名 
生 年 月 日 

本        籍 

住        所 

  
 

 

    （法人である場合） 

（ふ り が な） 

名      称 
住        所 

 

 
 

法定代理人（届出者が未成年者である場合） 

   （個人である場合） 

 （ふりがな） 

氏   名 
生 年 月 日 

本        籍 

住        所 

  
 

 

   （法人である場合） 

 （ふ り が な） 

名      称 
住        所 

 

 
  

 

 役員（法定代理人が法人である場合） 

 
（ふりがな） 

氏   名 

生 年 月 日 本        籍 

役職名・呼称 住        所 

  

 

  

   

  

 

  

   

 



 

 

（第４面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 各欄に記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、その

書面を添付すること。 

  

役員（届出者が法人である場合） 

 （ふりがな） 

氏   名 

生 年 月 日 本        籍 

役職名・呼称 住        所 

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

  

  

発行済株式総数の１００分の５以上の株式を有する株主又は出資の額の１００分の
５以上の額に相当する出資をしている者（届出者が法人である場合において、当該
株主又は出資をしている者があるとき） 

 

発行済株式の

総数 
株 出 資 の 額 

 

（ふりがな） 

氏名又は名称 
生年月日 

保有する株式の数 

又は出資の金額 
本        籍 

割    合 住        所 

    

  

    

  

    

  

    

  

    

  

 

 



（第５面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 各欄に記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、そ

の書面を添付すること。  

埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例施行規則第８条に規定する使用
人（届出者に当該使用人がある場合） 

 

（ふりがな） 
氏  名 

生 年 月 日 本        籍 

役職名・呼称 住        所 
   

  

   

  

   

  

   

  

条例第１８条で規定する現場責任者 

 （ふりがな） 

氏  名 

生 年 月 日 住 所 

役職名・呼称 連絡先の電話番号 

   

  

上記の現場責任者が不在のときに、現場責任者となる者 

 （ふりがな） 

氏  名 

生 年 月 日 住 所 

役職名・呼称 連絡先の電話番号 

   

  

 

 



 

 

様式第１号（第４条関係） 

 

許可番号 第     号 

 

特定再生資源屋外保管業許可証 

 

  住 所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

  氏 名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

 

 

  埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例         の許可を受け

た者であることを証する。 

 

 

                     埼玉県知事         □印  

 

 

 許 可 年 月 日       年  月  日 

 許可の有効年月日       年  月  日 

 

 

 １ 事業の用に供する全ての事業場 

  

 

 ２ 許可の条件 

 

 

 ３ 許可の更新又は変更の状況 

      年  月  日     （内 容） 

 

  

第８条第１項 

第１２条第１項 



様式第２号（第５条関係） 

 

特定再生資源屋外保管業許可証再交付申請書 

 

年  月  日   

 

  （宛先） 

      埼玉県知事 

 

申請者                     

住 所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

 

氏 名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

 

電話番号                    

担当者名                    

電子メールアドレス 

 

  特定再生資源屋外保管業許可証を亡失（毀損・汚損）したので、埼玉県特定再生資源屋

外保管業の規制に関する条例施行規則第８条の規定により、次のとおり許可証の再交付を

申請します。 

許 可 年 月 日     年   月   日           

許 可 番 号  第      号 

再 交 付 の 理 由 

 

 備考 毀損又は汚損の場合は、許可証を添付すること。 

 

 

 

  



 

 

様式第３号（第６条関係） 

新規・更新 

（第１面） 

特定再生資源屋外保管業許可申請書 

 

年  月  日  

 

  （宛先） 

      埼玉県知事 

 

申請者                     

住 所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

 

氏 名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

 

電話番号                    

担当者名                    

電子メールアドレス 

 

  埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例（以下「条例」という。）第８条第

１項の規定により、特定再生資源屋外保管業の許可を受けたいので、関係書類及び図面を

添えて次のとおり申請します。 

 

  

特定再生資源屋外保管事業場の所在地  

特定再生資源屋外保管事業場の敷地面積 ㎡ 

許可年月日※     年  月  日 

許可番号※ 第      号 

特定再生資源屋外保管事業場の構造 

特定再生資源屋外保管事業場の設備 

保管 

 

保管の場所 位置 面積 保管物の区分 保管物を積み上げる高さ 

１  
 
    

㎡ 

（１）金属スクラップ 
（２）プラスチック類 
（３）雑品スクラップ 

 

２  
 
    

㎡ 

（１）金属スクラップ 
（２）プラスチック類 
（３）雑品スクラップ 

 

３  
 
    

㎡ 

（１）金属スクラップ 
（２）プラスチック類 
（３）雑品スクラップ 

 

４  
 
    

㎡ 

（１）金属スクラップ 
（２）プラスチック類 
（３）雑品スクラップ 

 

５  
 
    

㎡ 

（１）金属スクラップ 
（２）プラスチック類 
（３）雑品スクラップ 

 

保管の作業の方法及び手順 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 １ 許可の更新をする場合にあっては、※印の欄を記載すること。 

    ２ 「保管物の区分」の欄は、保管をする保管物の区分のうち、該当する区分の番

号を〇で囲むこと。 

    ３ 「破砕等の種類及び方法」の欄は、破砕等の種類のうち、該当する種類の番号

を〇で囲み、その方法について具体的に記載すること。 

    ４ 各欄に記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、

その書面を添付すること。 

      

（破砕等（破砕、切断、圧縮、解体、洗浄その他の処理をいう。以下同じ。）をする場合） 

 

破砕等の場所 位置 面積 破砕等の種類及び方法 

１  
    

㎡ 

（１）破砕 

（２）切断 

（３）圧縮 

（４）解体 

（５）洗浄 

（６）その他 

 

２  
    

㎡ 

（１）破砕 

（２）切断 

（３）圧縮 

（４）解体 

（５）洗浄 

（６）その他 

 

３  
    

㎡ 

（１）破砕 

（２）切断 

（３）圧縮 

（４）解体 

（５）洗浄 

（６）その他 

 

４  
    

㎡ 

（１）破砕 

（２）切断 

（３）圧縮 

（４）解体 

（５）洗浄 

（６）その他 

 

５  
    

㎡ 

（１）破砕 

（２）切断 

（３）圧縮 

（４）解体 

（５）洗浄 

（６）その他 

 

破砕等の作業の方法及び手順 

破砕等の用に供する設備の種類、数量、設置場所及び能力 

 



 

 

（第２面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 許可の更新をする場合にあっては、第１号の書類の添付を要しない。 

  

添 

 

 

 

付 

 

 

 

書 

 

 

 

類 

１ 条例第７条の規定による措置を講じたことを証する書面 

２ 事業計画の概要を記載した書類 

３ 特定再生資源屋外保管事業場の構造を明らかにする平面図、立面図、断面図、

構造図及び設計計算書並びに当該事業場の位置図及び付近の見取図 

４ 特定再生資源屋外保管事業場の土地の登記事項証明書及び公図の写し 

５ 申請者が特定再生資源屋外保管事業場の土地の所有権を有しない場合には、当

該土地を使用する権原を有することを証する書類 

６ 住民票の写し（本籍（外国人にあっては、住民基本台帳法（昭和４２年法律第

８１号）第３０条の４５に規定する国籍等）の記載のあるものに限る。以下同

じ。）（申請者が法人である場合には、定款又は寄附行為及び登記事項証明書） 

７ 申請者が条例第９条第１項第３号イからワまでに該当しない者であることを誓

約する書面（申請者が同号ヌに規定する未成年者（以下「未成年者」という。）

である場合には、その法定代理人（法定代理人が法人である場合には、その役員

を含む。）が同号イからリまでに該当しない者であることを誓約する書面） 

８ 申請者が未成年者である場合には、その法定代理人の住民票の写し（法定代理

人が法人である場合には、定款又は寄附行為及び登記事項証明書並びにその役員

の住民票の写し） 

９ 申請者が法人である場合には、その役員の住民票の写し 

１０ 申請者が法人である場合において、発行済株式総数の１００分の５以上の株

式を有する株主又は出資の額の１００分の５以上の額に相当する出資をしている

者があるときは、これらの者の住民票の写し（これらの者が法人である場合には、

登記事項証明書） 

１１ 申請者に埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例施行規則第８

条に規定する使用人がある場合には、その者の住民票の写し 

１２ 次に掲げる事項を記載した標準作業書 

イ 特定再生資源屋外保管事業場の維持に関する計画 

ロ 油水分離装置及びこれに接続している排水溝その他の設備の管理の方法 

ハ 電池、潤滑油その他の火災の発生又は延焼のおそれがあるものを回収し、及

び処理する方法 

ニ 保管又は破砕等（以下「保管等」という。）の場所から保管等に伴って生じ

た汚水又は油の飛散、流出及び地下浸透並びに悪臭の発散を防止する方法 

ホ 保管等に伴う騒音又は振動による生活環境の保全上の支障の発生を防止す

る方法 

へ 特定再生資源屋外保管事業場におけるねずみの生息及び蚊、はえその他の害

虫の発生を防止する方法 

ト 当該事業に伴って生じる廃棄物の処理の方法 

チ その他知事が定める事項 

 



（第３面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 各欄に記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、その

書面を添付すること。 

   

  

 

申請者（個人である場合） 

 （ふりがな） 

氏   名 
生 年 月 日 

本        籍 

住        所 

  
 

 

    （法人である場合） 

（ふ り が な） 

名      称 
住        所 

 

 
 

法定代理人（申請者が未成年者である場合） 

   （個人である場合） 

 （ふりがな） 

氏   名 
生 年 月 日 

本        籍 

住        所 

  
 

 

   （法人である場合） 

 （ふ り が な） 

名      称 
住        所 

 

 
  

 

 役員（法定代理人が法人である場合） 

 
（ふりがな） 

氏   名 

生 年 月 日 本        籍 

役職名・呼称 住        所 

  

 

  

   

  

 

  

   

 



 

 

（第４面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 各欄に記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、その

書面を添付すること。 

  

役員（申請者が法人である場合） 

 （ふりがな） 

氏   名 

生 年 月 日 本        籍 

役職名・呼称 住        所 

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

  

  

発行済株式総数の１００分の５以上の株式を有する株主又は出資の額の１００分の
５以上の額に相当する出資をしている者（申請者が法人である場合において、当該
株主又は出資をしている者があるとき） 

 

発行済株式の

総数 
株 出 資 の 額 

 

（ふりがな） 

氏名又は名称 
生年月日 

保有する株式の数 

又は出資の金額 
本        籍 

割    合 住        所 

    

  

    

  

    

  

    

  

    

  

 

 



（第５面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 各欄に記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、その

書面を添付すること。 

  

埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例施行規則第８条に規定する使用
人（申請者に当該使用人がある場合） 

 

（ふりがな） 
氏  名 

生 年 月 日 本        籍 

役職名・呼称 住        所 
   

  

   

  

   

  

   

  

条例第１８条で規定する現場責任者 

 （ふりがな） 

氏  名 

生 年 月 日 住 所 

役職名・呼称 連絡先の電話番号 

   

  

上記の現場責任者が不在のときに、現場責任者となる者 

 （ふりがな） 

氏  名 

生 年 月 日 住 所 

役職名・呼称 連絡先の電話番号 

   

  

 

 



 

 

様式第４号（第９条関係） 

 

特定再生資源屋外保管事業場使用前検査申請書 

 

年  月  日   

 

  （宛先） 

      埼玉県知事 

 

申請者                     

住 所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

 

氏 名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

 

電話番号                    

担当者名                    

電子メールアドレス 

 

                         第９条第２項 

                         第１２条第２項において準用する 

  

 第９条第２項 

 次のとおり申請します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 特定再生資源屋外保管事業場の構造を明らかにする図面等を適宜添付すること。 

  

許 可 年 月 日      年  月  日 

許 可 番 号  第      号 

特定再生資源屋外保管事業場の所在地  

工 事 完 了 年 月 日      年  月  日 

使 用 開 始 予 定 年 月 日      年  月  日 

 

埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例 

の規定による特定再生資源屋外保管事業場の使用前検査を受けたいので、 

 



様式第５号（第９条関係） 

第     号   

年  月  日   

 

  様 

 

 

                        埼玉県知事        □印  

 

 

特定再生資源屋外保管事業場使用前検査結果通知書 

 

                         第９条第２項 

                         第１２条第２項において準用する 

 

 第９条第２項 

 は下記のとおりでしたので通知します。 

記 

  
許 可 年 月 日 年  月  日 

許 可 番 号 第      号 

特定再生資源屋外保管事業場の所在地  

検 査 申 請 年 月 日 年  月  日 

検 査 年 月 日 年  月  日 

検 査 結 果 

 当該特定再生資源屋外保管事業場は、埼玉

県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条

例第９条第１項第１号及び第２号に掲げる基 

準に 

 

適合している。 

適合していない。 

埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例 

の規定により、特定再生資源屋外保管事業場を検査したところ、その結果 



 

 

様式第６号（第１２条関係） 

 

（第１面） 

特定再生資源屋外保管業許可事項変更許可申請書 

 

年  月  日 

 

  （宛先） 

       埼玉県知事 

 

申請者                     

住 所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

 

氏 名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

 

電話番号                    

担当者名                    

電子メールアドレス 

 

  埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例（以下「条例」という。）第１２条

第１項の規定により、特定再生資源屋外保管業の許可に係る事項の変更の許可を受けたい

ので、関係書類及び図面を添えて次のとおり申請します。 

  
許 可 年 月 日 年  月  日 

許 可 番 号 第      号 

特定再生資源屋外保管

事業場の所在地 
 

変更する事項の内容 

変更後 変更前 

  

変 更 理 由  

 



（第２面） 

 

 

  

添 

 

 

 

付 

 

 

 

書 

 

 

 

類 

１ 条例第１２条第２項において準用する条例第７条の規定による措置を講じたこ

とを証する書面 

２ 変更後の事業計画の概要を記載した書類 

３ 変更後の特定再生資源屋外保管事業場の構造を明らかにする平面図、立面図、断

面図、構造図及び設計計算書並びに当該事業場の位置図及び付近の見取図 

４ 次に掲げる事項を記載した変更後の標準作業書 

 イ 特定再生資源屋外保管事業場の維持に関する計画 

ロ 油水分離装置及びこれに接続している排水溝その他の設備の管理の方法 

ハ 電池、潤滑油その他の火災の発生又は延焼のおそれがあるものを回収し、及

び処理する方法 

ニ 保管又は破砕、切断、圧縮、解体、洗浄その他の処理（以下「保管等」とい

う。）の場所から保管等に伴って生じた汚水又は油の飛散、流出及び地下浸透

並びに悪臭の発散を防止する方法 

ホ 保管等に伴う騒音又は振動による生活環境の保全上の支障の発生を防止す

る方法 

へ 特定再生資源屋外保管事業場におけるねずみの生息及び蚊、はえその他の害

虫の発生を防止する方法 

ト 当該事業に伴って生じる廃棄物の処理の方法 

チ その他知事が定める事項 

５ 特定再生資源屋外保管事業場の土地の登記事項証明書及び公図の写し 

６ 申請者が特定再生資源屋外保管事業場の土地の所有権を有しない場合には、当

該土地を使用する権原を有することを証する書類 

７ 住民票の写し（本籍（外国人にあっては、住民基本台帳法（昭和４２年法律第

８１号）第３０条の４５に規定する国籍等）の記載のあるものに限る。以下同

じ。）（申請者が法人である場合には、定款又は寄附行為及び登記事項証明書） 

８ 申請者が条例第９条第１項第３号イからワまでに該当しない者であることを誓

約する書面（申請者が同号ヌに規定する未成年者（以下「未成年者」という。）

である場合には、その法定代理人（法定代理人が法人である場合には、その役員

を含む。）が同号イからリまでに該当しない者であることを誓約する書面） 

９ 申請者が未成年者である場合には、その法定代理人の住民票の写し（法定代理

人が法人である場合には、定款又は寄附行為及び登記事項証明書並びにその役員

の住民票の写し） 

１０ 申請者が法人である場合には、その役員の住民票の写し 

１１ 申請者が法人である場合において、発行済株式総数の１００分の５以上の株

式を有する株主又は出資の額の１００分の５以上の額に相当する出資をしている

者があるときは、これらの者の住民票の写し（これらの者が法人である場合には、

登記事項証明書） 

１２ 申請者に埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例施行規則第８

条に規定する使用人がある場合には、その者の住民票の写し 

 



 

 

（第３面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 各欄に記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、その

書面を添付すること。 

   

  

 

申請者（個人である場合） 

 （ふりがな） 

氏   名 
生 年 月 日 

本        籍 

住        所 

  
 

 

    （法人である場合） 

（ふ り が な） 

名      称 
住        所 

 

 
 

法定代理人（申請者が未成年者である場合） 

   （個人である場合） 

 （ふりがな） 

氏   名 
生 年 月 日 

本        籍 

住        所 

  
 

 

   （法人である場合） 

 （ふ り が な） 

名      称 
住        所 

 

 
  

 

 役員（法定代理人が法人である場合） 

 
（ふりがな） 

氏   名 

生 年 月 日 本        籍 

役職名・呼称 住        所 

  

 

  

   

  

 

  

   

 



（第４面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 各欄に記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、その

書面を添付すること。 

  

役員（申請者が法人である場合） 

 （ふりがな） 

氏   名 

生 年 月 日 本        籍 

役職名・呼称 住        所 

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

  

  

発行済株式総数の１００分の５以上の株式を有する株主又は出資の額の１００分の
５以上の額に相当する出資をしている者（申請者が法人である場合において、当該
株主又は出資をしている者があるとき） 

 

発行済株式の

総数 
株 出 資 の 額 

 

（ふりがな） 

氏名又は名称 
生年月日 

保有する株式の数 

又は出資の金額 
本        籍 

割    合 住        所 

    

  

    

  

    

  

    

  

    

  

 

 



 

 

（第５面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 各欄に記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、そ

の書面を添付すること。 

  

埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例施行規則第８条に規定する使用
人（申請者に当該使用人がある場合） 

 

（ふりがな） 
氏  名 

生 年 月 日 本        籍 

役職名・呼称 住        所 
   

  

   

  

   

  

   

  

条例第１８条で規定する現場責任者 

 （ふりがな） 

氏  名 

生 年 月 日 住 所 

役職名・呼称 連絡先の電話番号 

   

  

上記の現場責任者が不在のときに、現場責任者となる者 

 （ふりがな） 

氏  名 

生 年 月 日 住 所 

役職名・呼称 連絡先の電話番号 

   

  

 

 



様式第７号（第１３条関係） 

（第１面） 

特定再生資源屋外保管業許可事項変更届出書 

 

年  月  日 

 

  （宛先） 

      埼玉県知事 

 

届出者                     

住 所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

 

氏 名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

 

電話番号                    

担当者名                    

電子メールアドレス 

 

  埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例（以下「条例」という。）第１２条

第３項の規定により、特定再生資源屋外保管業の許可に係る事項を変更したので、関係書

類及び図面を添えて次のとおり届け出ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 １ 届出者の氏名又は住所の変更については、住民票の写し（本籍（外国人にあっ

ては、住民基本台帳法（昭和４２年法律第８１号）第３０条の４５に規定する国

籍等）の記載のあるものに限る。以下同じ。）を添付すること。 

      届出者が法人である場合にあっては、名称、主たる事務所の所在地又はその代

表者の氏名の変更については、登記事項証明書を添付すること。 

    ２ 届出者に係る条例第９条第１項第３号ヌに規定する法定代理人の変更について

は、新たに法定代理人になった者の住民票の写し（法定代理人が法人である場合

許 可 年 月 日 年  月  日 

許 可 番 号 第      号 

特定再生資源屋外保管

事業場の所在地 
 

変更した事項の内容 

変更後 変更前 

  

変 更 年 月 日  

変 更 理 由  

 



 

 

にあっては、定款又は寄附行為及び登記事項証明書並びにその役員の住民票の写

し）を添付すること。 

    ３ 届出者に係る役員の変更については、新たに役員になった者の住民票の写し及

び条例第９条第１項第３号イからリまでに該当しない者であることを誓約す

る書面を添付すること。 

    ４ 届出者に係る発行済株式総数の１００分の５以上の株式を有する株主又は出資

の額の１００分の５以上の額に相当する出資をしている者の変更については、新

たにこれらの者になったものの住民票の写し（これらの者が法人である場合にあ

っては、登記事項証明書）を添付すること。 

    ５ その他知事が必要と認める書類又は図面を添付すること。 

    ６ この届出書は、許可を受けた事項を変更した日から３０日以内に提出すること。 

  



（第２面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 各欄に記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、その

書面を添付すること。 

   

  

 

届出者（個人である場合） 

 （ふりがな） 

氏   名 
生 年 月 日 

本        籍 

住        所 

  
 

 

    （法人である場合） 

（ふ り が な） 

名      称 
住        所 

 

 
 

法定代理人（届出者が条例第９条第１項第３号ヌに規定する未成年者である場合） 

   （個人である場合） 

 （ふりがな） 

氏   名 
生 年 月 日 

本        籍 

住        所 

  
 

 

   （法人である場合） 

 （ふ り が な） 

名      称 
住        所 

 

 
  

 

 役員（法定代理人が法人である場合） 

 
（ふりがな） 

氏   名 

生 年 月 日 本        籍 

役職名・呼称 住        所 

  

 

  

   

  

 

  

   

 



 

 

（第３面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 各欄に記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、その

書面を添付すること。 

  

役員（届出者が法人である場合） 

 （ふりがな） 

氏   名 

生 年 月 日 本        籍 

役職名・呼称 住        所 

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

  

  

発行済株式総数の１００分の５以上の株式を有する株主又は出資の額の１００分の
５以上の額に相当する出資をしている者（届出者が法人である場合において、当該
株主又は出資をしている者があるとき） 

 

発行済株式の

総数 
株 出 資 の 額 

 

（ふりがな） 

氏名又は名称 
生年月日 

保有する株式の数 

又は出資の金額 
本        籍 

割    合 住        所 

    

  

    

  

    

  

    

  

    

  

 

 



（第４面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 各欄に記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、そ

の書面を添付すること。 

埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例施行規則第８条に規定する使用
人（届出者に当該使用人がある場合） 

 

（ふりがな） 
氏  名 

生 年 月 日 本        籍 

役職名・呼称 住        所 
   

  

   

  

   

  

   

  

条例第１８条で規定する現場責任者 

 （ふりがな） 

氏  名 

生 年 月 日 住 所 

役職名・呼称 連絡先の電話番号 

   

  

上記の現場責任者が不在のときに、現場責任者となる者 

 （ふりがな） 

氏  名 

生 年 月 日 住 所 

役職名・呼称 連絡先の電話番号 

   

  

 

 



 

 

様式第８号（第１４条関係） 

 

（第１面） 

特定再生資源屋外保管業相続届出書 

 

年  月  日 

 

  （宛先） 

      埼玉県知事 

 

届出者                     

住 所 

 

氏 名 

 

電話番号                    

担当者名                    

電子メールアドレス 

 

  埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例（以下「条例」という。）第１４条

第２項の規定により、特定再生資源屋外保管許可業者の地位を相続により承継したので、

関係書類を添えて次のとおり届け出ます。 

許 可 年 月 日       年  月  日    

許 可 番 号   第      号 

特定再生資源屋外保管事業場の所在地   

被 相 続 人 と の 続 柄   

被相続人の氏名及び死亡時の住所 
氏名 

住所 

相 続 の 開 始 の 日      年  月  日    

 備考 この届出書は、相続の日から３０日以内に提出すること。 

  



（第２面） 

 

 

添 

 

 

付 

 

 

書 

 

 

類 

１ 被相続人との続柄を証する書類 

２ 住民票の写し（本籍（外国人にあっては、住民基本台帳法（昭和４２年法

律第８１号）第３０条の４５に規定する国籍等）の記載のあるものに限る。

以下同じ。） 

３ 相続人が条例第９条第１項第３号イからワまでに該当しない者であること

を誓約する書面（相続人が同号ヌに規定する未成年者（以下「未成年者」

という。）である場合には、その法定代理人（法定代理人が法人である場

合には、その役員を含む）が同号イからリまでに該当しない者であること

を誓約する書面） 

４ 相続人が未成年者である場合には、その法定代理人の住民票の写し（法定

代理人が法人である場合には、定款又は寄附行為及び登記事項証明書並び

にその役員の住民票の写し） 

５ 相続人に埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例施行規則

（以下「規則」という。）第８条に規定する使用人がある場合には、その者

の住民票の写し 

６ 届出者以外に相続人がある場合においては、当該特定再生資源屋外保管業

を届出者が継続して営業することに対する当該届出者以外の相続人の同意書 

 



 

 

（第３面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 各欄に記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記載して、そ

の書面を添付すること。 

  

相続人 

 （ふりがな） 

氏   名 
生 年 月 日 

本        籍 

住        所 

  
 

 

    

  

    

  

法定代理人（相続人が未成年者である場合） 

   （個人である場合） 

 （ふりがな） 

氏   名 
生 年 月 日 

本        籍 

住        所 

  
 

 

   （法人である場合） 

 （ふ り が な） 

名      称 
住        所 

 

 
  

 

 役員（法定代理人が法人である場合） 

 
（ふりがな） 

氏   名 

生 年 月 日 本        籍 

役職名・呼称 住        所 

  

 

  

   

  

 

  

   

規則第８条に規定する使用人（相続人に当該使用人がある場合） 

 （ふりがな） 

氏   名 

生 年 月 日 本        籍 

 役職名・呼称 住        所 

    

    

    

    

 



様式第９号（第１５条関係） 

 

特定再生資源屋外保管業廃業等届出書 

 

年  月  日 

 

  （宛先） 

      埼玉県知事 

 

届出者                     

住 所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

 

氏 名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

 

電話番号                    

担当者名                    

電子メールアドレス 

 

  埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例（以下「条例」という。）第１５条

の規定により、次のとおり届け出ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 １ 「廃業等の事由」の欄は、条例第１５条各号の廃業等の事由のうち、該当する

事由の番号を〇で囲むこと。 

    ２ 特定再生資源屋外保管事業場の現状における現場写真を添付すること。 

    ３ この届出書は、廃業等の事由に該当することとなった日から３０日以内に提出

すること。 

許 可 年 月 日     年   月   日 

許 可 番 号 第      号 

特定再生資源屋外保

管許可業者であった

者の氏名又は名称 

 

特定再生資源屋外保

管事業場の所在地 
 

廃 業 等 の 年 月 日     年   月   日 

廃 業 等 の 事 由 

１ 死亡 

２ 法人の合併による消滅 

３ 法人の破産手続開始の決定による解散 

４ 法人の合併及び破産手続開始の決定以外の理由による解散 

５ 許可に係る特定再生資源屋外保管業の廃止 

 



 

 

様式第１０号（第２２条関係） 

（第１面） 

（第２面） 

 

第   号 

立入検査等をする職員の携帯する身分を示す証明書 

 

職  名 

氏  名 

 

生年月日   年  月  日生 

    年  月  日交付 

    年  月  日限り有効 

   埼玉県知事        □印  

 

 この証明書を携帯する者は、下表に掲げる法令の条項のうち、該当の有無の欄に

丸印のある法令の条項により立入検査等をする職権を有するものです。 

法 令 の 条 項 該当の有無 

  

  

  

  

  

  

  
 

写 

真 

（備考） １ この証明書は、用紙１枚で作成することとする。 

     ２ 法令の条項の欄に、この証明書を使用して行う立入検査等に係る法令

の条項を記載すること。 

     ３ 該当の有無の欄に、立入検査等をする職権を有する場合は「〇」を、

有しない場合は「－」を記載すること。 

     ４ 第２面については、記載する法令の条項の数に応じて行を適宜追加す

ることとし、その全部又は一部を裏面に記載することができる。 

     ５ 裏面には、参照条文を記載することができる。 

     ６ この証明書は、関係する法令の規定を踏まえ、記載内容等を調整する

ことができる。 

 



様式第１１号（第２３条関係） 

事故状況等届出書 

年  月  日 

 

  （宛先） 

 埼玉県  環境管理事務所長 

 
  

届出者                     

住 所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

 

氏 名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

 

電話番号                    

担当者名                    

電子メールアドレス 

 

  埼玉県特定再生資源屋外保管業の規制に関する条例第２５条第１項の規定により、特定

再生資源屋外保管業に係る事故の状況及び講じた措置の概要について、次のとおり届け出

ます。 

特定再生資源屋外保管業者の
氏名又は名称 

  

特定再生資源屋外保管事業場
の所在地 

  

事 故 発 生 年 月 日     年  月  日 
午前 
午後 

  時  分 

事 故 の 状 況  

講 じ た 措 置 の 概 要  

 備考 １ 「事故の状況」の欄については、発生箇所及び発生原因並びに汚水又は油の飛

散、流出の状況等、県民の生活の安全の確保上又は生活環境の保全上の支障の状

況を記入すること。 

    ２ 「講じた措置の概要」の欄については、県民の生活の安全の確保上若しくは生

活環境の保全上の支障の除去又は発生防止のための応急措置の概要を記入するこ

と。 

    ３ 「事故の状況」及び「講じた措置の概要」の欄にその記載事項のすべてを記載

することができないときは、同欄に「別紙のとおり」と記載し、別紙を添付する

こと。また、必要に応じ図面、フロー図等を添付すること。 



規

則 

知
事
の
所
管
す
る
条
例
等
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
五
号 

知
事
の
所
管
す
る
条
例
等
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お

け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

知
事
の
所
管
す
る
条
例
等
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
二
の
一
埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
項
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

   
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定 

め
る
条
例 

第
十
九
条
第
六
項
及
び
第

二
十
四
条
第
一
項 

 



規

則 

埼
玉
県
医
師
育
成
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
医
師
育
成
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

第
一
条 

埼
玉
県
医
師
育
成
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
十
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
四
条
第
一
号
中
「
医
師
育
成
奨
学
金
貸
与
申
請
書
」
を
「
埼
玉
県
医
師
育
成
奨
学
金
貸
与

申
請
書
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
十
二
条
第
一
項
中
「
医
師
育
成
奨
学
金
返
還
猶
予
（
免
除
）
申
請
書
」
を
「
埼
玉
県
医
師

育
成
奨
学
金
返
還
猶
予
（
免
除
）
申
請
書
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
一
号
中
「 

」
を
削
る
。 

 
 

様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

㊞
 



様式第２号（第４条関係） 

誓  約  書 

                                年  月  日 

  （宛先） 

      埼玉県知事   

   

  私は、下記のとおり埼玉県医師育成奨学金貸与条例（以下「条例」という。）の規定

による奨学金の貸与を受けるに当たり、学生としての本分を守り、勉学に励むとともに、

大学を卒業し、医師免許を得た後は、条例第８条第２号、第３号又は第５号のいずれか

に該当する場合を除き、条例及び埼玉県医師育成奨学金貸与条例施行規則（以下「規則」

という。）の規定に基づく埼玉県内の特定地域の公的医療機関又は特定診療科等におい

て条例に規定する期間、医師として勤務し、奨学金の返還の事由が生じたときは遅滞な

く返還することを誓約します。 

  なお、条例若しくは規則の規定に違反したとき、又は埼玉県医師育成奨学金貸与申請

書等の埼玉県知事宛てに提出した書類に虚偽の記載があったときは、奨学金の貸与の取

消し又は交付の停止をされても異議ありません。 

                    

                   申請者 住所                

                       氏名                

 

  申請者が条例の規定により貸与を受ける奨学金に係る下記の返還の債務について、連

帯して保証します。            

                 連帯保証人 住所                

                       氏名               

                       生年月日     年  月  日生  

                       申請者との関係           

                       電話番号 

 

                 連帯保証人 住所                

                       氏名                

                       生年月日     年  月  日生  

                       申請者との関係  

                       電話番号 

 

記 

 

   １ 奨 学 金 の 額  月額         円 

              大学に入学するために必要な費用         円 

   ２ 奨学金の貸与期間      年  月から    年  月まで 

   ３ 延 滞 利 息 の 額 奨学金の返還事由が生じ、定められた期日までに返還の債務

を履行しなかった場合、条例第１１条の規定により、返還すべ

き額に年１４．５％の割合を乗じて得た額 



 
 

様
式
第
三
号
中
「 

」
を
削
る
。 

 
 

様
式
第
四
号
中
「 

」
を
削
り
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
五
号
中
「 

」
を
削
る
。 

 
 

様
式
第
六
号
か
ら
様
式
第
八
号
ま
で
の
規
定
中
「 

」
及
び
「 

」
を
削
る
。 

第
二
条 

埼
玉
県
医
師
育
成
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
九
条
第
一
項
中
「
次
項
」
の
下
に
「
及
び
次
条
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。 

 
 

（
奨
学
金
の
利
息
） 

 

第
九
条
の
二 

条
例
第
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
交
付
停
止
期
間

と
す
る
。 

 

２ 

条
例
第
四
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
則
で
定
め
る
奨
学
金
は
、
前
条
第
二
項
本
文
の

規
定
に
よ
り
返
還
す
る
奨
学
金
と
す
る
。 

 
 

第
十
条
の
見
出
し
中
「
返
還
」
を
「
返
還
等
」
に
改
め
、
同
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
一

時
に
返
還
」
を
「
奨
学
金
の
返
還
等
の
債
務
を
一
時
に
履
行
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
か
ら
第

五
号
ま
で
の
規
定
中
「
返
還
」
を
「
返
還
等
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
十
一
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
返
還
」
を
「
返
還
等
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
返
還
」
を
「
返
還
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
の
返
還
」
を

「
の
返
還
等
」
に
、
「
埼
玉
県
医
師
育
成
奨
学
金
返
還
猶
予
（
免
除
）
申
請
書
」
を
「
埼
玉
県

医
師
育
成
奨
学
金
返
還
等
猶
予
（
免
除
）
申
請
書
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
十
八
条
第
五
号
中
「
返
還
」
を
「
返
還
等
」
に
改
め
る
。 

 
 

様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

   
 

 

㊞
 

㊞
 

□ 印
 

㊞
 

㊞
 

各
号
（
第
４
号
を
除
く
。
）
 

第
２
号
、
第
３
号

 

又
は
第
５
号

 



様式第２号（第４条関係） 

誓  約  書 

                                年  月  日 

  （宛先） 

      埼玉県知事   

   

  私は、下記のとおり埼玉県医師育成奨学金貸与条例（以下「条例」という。）の規定

による奨学金の貸与を受けるに当たり、学生としての本分を守り、勉学に励むとともに、

大学を卒業し、医師免許を得た後は、条例第８条第２号、第３号又は第５号のいずれか

に該当する場合を除き、条例及び埼玉県医師育成奨学金貸与条例施行規則（以下「規則」

という。）の規定に基づく埼玉県内の特定地域の公的医療機関又は特定診療科等におい

て条例に規定する期間、医師として勤務し、奨学金の返還の事由が生じたときは、遅滞

なく、貸与を受けた奨学金を返還し、及び条例第４条の２に規定する利息を支払うこと

を誓約します。 

  なお、条例若しくは規則の規定に違反したとき、又は埼玉県医師育成奨学金貸与申請

書等の埼玉県知事宛てに提出した書類に虚偽の記載があったときは、奨学金の貸与の取

消し又は交付の停止をされても異議ありません。 

 

                   申請者 住所                

                       氏名                

 

  申請者が条例の規定により貸与を受ける奨学金に係る下記の返還等の債務について、

連帯して保証します。            

                 連帯保証人 住所                

                       氏名               

                       生年月日     年  月  日生  

                       申請者との関係           

                       電話番号 

 

                 連帯保証人 住所                

                       氏名                

                       生年月日     年  月  日生  

                       申請者との関係  

                       電話番号 

 

記 

 

   １ 奨 学 金 の 額  月額         円 

             大学に入学するために必要な費用         円 

   ２ 奨学金の貸与期間       年  月から    年  月まで 

   ３ 利 息 の 額  条例第４条の２及び規則第９条の２の規定により、奨学金の貸

与の額に年１０％の割合を乗じて得た額 

  ４ 延 滞 利 息 の 額 奨学金の返還事由が生じ、定められた期日までに返還等の債務

を履行しなかった場合、条例第１１条の規定により、返還すべき

奨学金の額に年１４．５％の割合を乗じて得た額



 
 

様
式
第
三
号
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
、
「 

 
 

」
を
「 

 
 

 

」
に
、
「 

 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 

」
に
、
「 

」
を
「 

 
 

 
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 
則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
は
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
医
師
育
成
奨
学
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
規
定
は
、

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
新
規
の
奨
学
金
の
貸
与
の
決
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、

同
日
前
に
新
規
の
奨
学
金
の
貸
与
の
決
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
準
備
行
為
） 

３ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
新
規
の
奨
学
金
の
貸
与
の
決
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

同
日
前
に
お
い
て
も
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
の
用
紙

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

    

円
 

の
返
還

 
の
返
還
等

 

円
（
う
ち
利
息

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
医
師
育
成
奨
学
金
返
還
猶
予
（
免
除
）
申
請
書

 
埼
玉
県
医

 

師
育
成
奨
学
金
返
還
等
猶
予
（
免
除
）
申
請
書

 

学
金
の
額

 
奨
学
金
等
の
額

 

 
円
）

 

奨
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
四
十
五
号 

埼
玉
県
議
会
令
和
六
年
九
月
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
令
和
六
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）
を
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
十
九
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



















告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
四
十
六
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  



１ 購入等件名及び数量 

  業務用デジタルシネマカメラシステム 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県産業労働部商業・サービス産業支援課 埼玉県さいたま市浦和区高砂３

丁目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和６年９月19日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社レスター 東京都港区港南２丁目10番９号 

５ 落札金額 

  46,750,000円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和６年８月２日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
四
十
七
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  



１ 購入等件名及び数量 

  災害オペレーション支援システム再構築業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県危機管理防災部災害対策課災害対策担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂

３丁目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和６年８月23日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ＮＴＴデータ関西 大阪府大阪市北区堂島３丁目１番21号 

５ 落札金額 

  47,355,000円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和６年６月18日 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
二
十
九
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

一 

許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
八
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
〇
五
〇
二
〇
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

令
和
六
年
十
月
十
六
日 

 
 

川
建
セ
第
〇
六
〇
一
三
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
大
字
大
豆
戸
字
七
反
田
上
二
百
九
十
三
番
一 

 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
大
字
大
豆
戸
七
百
六
十
一
番
地
二 

 
 

冨
岡 

千
寛 



告

示 

埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
三
十
五
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

板 

東 

博 

之 
 

 
 

    



１ 購入等物件及び予定数量 

水道用ポリ塩化アルミニウム 7,398 トン 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企業局水道管理課水質担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 14 番

21 号 

３  落札者を決定した日 

  令和６年８月 27 日 

４ 落札者の氏名及び住所 

   川口薬品化学株式会社 埼玉県川口市川口５丁目 12 番 34 号 

５ 落札金額（税込み） 

   １トン当たり 41,580 円 

６ 落札者を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和６年６月28日 

８ 納入場所 

埼玉県大久保浄水場 

埼玉県庄和浄水場 

埼玉県行田浄水場 

埼玉県新三郷浄水場 

  埼玉県吉見浄水場 

 

 



告

示 

埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
三
十
六
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

板 

東 

博 

之 
 

 
 

  



１ 購入等物件及び予定数量 

水道用液体塩素 665 トン 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企業局水道管理課水質担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 14 番

21 号 

３  落札者を決定した日 

  令和６年８月 27 日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  川口薬品化学株式会社 埼玉県川口市川口５丁目 12 番 34 号 

５ 落札金額（税込み） 

   １トン当たり 110,000 円 

６ 落札者を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和６年６月 28 日 

８ 納入場所 

  埼玉県大久保浄水場 

  埼玉県行田浄水場 



告

示 

埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
三
十
七
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

板 

東 

博 

之 
 

 
 

  



１ 購入等物件及び予定数量 

水道用次亜塩素酸ナトリウム 1,689 トン 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企業局水道管理課水質担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 14 番

21 号 

３  落札者を決定した日 

  令和６年８月 27 日 

４ 落札者の氏名及び住所 

   川口薬品化学株式会社 埼玉県川口市川口５丁目 12 番 34 号 

５ 落札金額（税込み） 

   １トン当たり 76,780 円 

６ 落札者を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和６年６月 28 日 

８ 納入場所 

  埼玉県庄和浄水場 

  埼玉県行田浄水場 

  埼玉県新三郷浄水場 

  埼玉県吉見浄水場 

  江南中継ポンプ所 

  高倉中継ポンプ所 



告

示 

埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
三
十
八
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

板 

東 

博 

之 
 

 
 

  



１ 購入等物件及び予定数量 

水道用粉末活性炭（ウェット炭） 183 トン 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企業局水道管理課水質担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 14 番

21 号 

３  落札者を決定した日 

  令和６年８月 27 日 

４ 落札者の氏名及び住所 

   埼玉薬品株式会社 埼玉県さいたま市見沼区卸町１丁目 43 番地 

５ 落札金額（税込み） 

   １トン当たり 325,600 円 

６ 落札者を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和６年６月 28 日 

８ 納入場所 

  埼玉県大久保浄水場 

埼玉県庄和浄水場 

  埼玉県行田浄水場 

 

 



告

示 

埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
三
十
九
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

板 

東 

博 

之 
 

 
 

  



１ 購入等物件及び予定数量 

水道用粉末活性炭（ドライ炭） 627 トン 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企業局水道管理課水質担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 14 番

21 号 

３  落札者を決定した日 

  令和６年８月 27 日 

４ 落札者の氏名及び住所 

   株式会社ケント・コーポレーション 埼玉県さいたま市浦和区本太２丁目９

番 24 号 

５ 落札金額（税込み） 

   １トン当たり 273,900 円 

６ 落札者を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和６年６月 28 日 

８ 納入場所 

  埼玉県大久保浄水場 

  埼玉県吉見浄水場    

 



告

示 

埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
四
十
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

板 

東 

博 

之 
 

 
 

  



１ 購入等物件及び予定数量 

水道用濃硫酸 997 トン 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企業局水道管理課水質担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 14 番

21 号 

３  落札者を決定した日 

  令和６年８月 27 日 

４ 落札者の氏名及び住所 

   川口薬品化学株式会社 埼玉県川口市川口５丁目 12 番 34 号 

５ 落札金額（税込み） 

   １トン当たり 29,260 円 

６ 落札者を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和６年６月 28 日 

８ 納入場所 

埼玉県大久保浄水場 

埼玉県庄和浄水場 

埼玉県行田浄水場 

埼玉県新三郷浄水場 

  埼玉県吉見浄水場 
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１ 購入等物件及び予定数量 

水道用超高塩基度ポリ塩化アルミニウム 765 トン 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企業局水道管理課水質担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 14 番

21 号 

３  落札者を決定した日 

  令和６年８月 27 日 

４ 落札者の氏名及び住所 

   川口薬品化学株式会社 埼玉県川口市川口５丁目 12 番 34 号 

５ 落札金額（税込み） 

   １トン当たり 50,600 円 

６ 落札者を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和６年６月28日 

８ 納入場所 

埼玉県庄和浄水場 
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１ 購入等物件及び予定数量 

水道用高機能粉末活性炭（ウェット炭） 81 トン 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企業局水道管理課水質担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 14 番

21 号 

３  落札者を決定した日 

  令和６年８月 27 日 

４ 落札者の氏名及び住所 

   ケミテック株式会社 さいたま市北区別所町 36 番地の６ 

５ 落札金額（税込み） 

   １トン当たり 737,000 円 

６ 落札者を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和６年６月 28 日 

８ 納入場所 

  埼玉県大久保浄水場 
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